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|論説|

アルビアン上部~セノマニアン下部の生層序
-北海道シューパロ地域の場合一

松本達郎本・西国民雄** 

Biostratigraphy of the late Albian-early Cenomanian succession 

-the c泊se in the Shuparo Valley of Hokkaido-

Tatsuro Matsumoto' and Tamio Nishida' • 

Abstract In connection with the global standard of the Albian-Cenomanian boundary which was proposed 

at Brussels in 1995 and has been under discussion, we are working on the biostratigraphy of the late Albianｭ

early Cenomanian succession in selected areas of Hokkaido. In this paper a result of our study in the Shuparo 

Valley of central Hokkaido is presented. Although the clastic sedimentaries in the area are not necessarily 

prolific, some worldwide ammonoid species have been obtained at several horizons (see Figure 1), which are 
tentatively correlated with the subzones in West Europe (Table 1). The stage boundary can, thus, be placed 
approximately between the Members IIb 2 and IIc in this area. There is, however, a considerable difference in 

the faunules of successive subzones between ]apan and West Europe. In comparison with the ammonite 

biostratigraphy, some comments are given on the previous results of the foraminiferal biostratigraphy in this 

area. There are layers of tuff at severallevels in the succession of Hokkaido, which would be useful to suppleｭ
ment the biostratigraphic correlation. 

はじめに

地質系統(系・統・階・亜階)を明確に規定す

ることは，地球科学~自然史科学にとって重要で，

IUGS に委員会が設けられて作業が進められてい

る.白亜系には 12階があるが，各階の定義:階

境界の規定についても，同委員会内に小委員会

(Subcommission on Cretaceous Stratigraphy) 

があり， 1983年のコペンハーゲン討論会， 1995 

年のプリュッセル討論会で知見が集約され，引き

続き各階の専門研究者グループにより，母胎委員

-干 815-0034 福岡市南区南大橋ト28-5 1-28-5, 
Minami・Ohashi， Fukuoka, 815-0034, Japan 
H干810-8502 佐賀大学文化教育学部 Faculy of Culｭ
ture and Education, Saga University, Saga, 840-
8502, Japan 
1999年12月 27 日受付， 2000年 6 月 2 日受理

会に答申できるような案を作成しようと努められ

ている.

アルピアン階とセノマニアン階は，学史的にも，

生層序学的知見の上でも，英国南部からフランス

北部にわたる地域が基本的に重要である. しかし，

両階の境界の規定については，両階を代表する地

層の堆積に，一見整合的に見えても実際は若干の

時間的間隙 (hiatus) があったり，異なる層準の

化石が見かけでは l 層位に凝集されて産出 (con

densed) することがあるという.そこで，境界

規定にもっと適した地区として 3 候補地が提案

された.その中で， Gale et al., 1996の調査研究
したフランス南東部 Mont Risou における知見

が最良(賛成多数)とされるに至った.その内容

は上記の論文に詳記されており，要綱はブリュッ

セル討論会の記事 (Rawson et al., 1996~ p. 57-



2 

68) にも記されている.

上記地区で規定した両階の境界が，果たして世

界の諸地域にもよく適用できるかどうかは，引き

続く課題であるが，小委員会としては，その問題

までも含めて作業を続けるとは言明していない.

これはむしろ各地域で関心のある人たちが研究し

た上で，案の適否を報告するべきであろう.

日本の圏内には白亜系がかなり広く分布してお

り，研究もさかんに行われているが，アルビアン・

セノマニアンの境界規定問題に貢献できると見込

まれる適切な実地は，必ずしも多くない.北海道

では夕張山地のシューバロ川流域と天塩山地の添

牛肉地区(朱鞠内・添牛肉地区とも言う)を選ん

で，私共は野外調査に基礎を置き，専門研究者の

協力を得ながら，統合的な成果を導くよう努めて

いる.これはまだ終了していないが，ここには課

題に対して有意義と思われる途中の l 成果を報

告し，今後の発展に役立てたい.

なお，この論文ではアルピアン，セノマニアン，

チュロニアンの各階を A， C, T と略記すること

がある.また調査地域の呼び方は主夕張(以前の

御料林時代)，大夕張(炭鉱を中心に町並みのあっ

たころ)，シューパロ(アイヌ語源の夕張川上流)

など不統ーであるが，この論文で主として扱う図

l に示した範囲(ならびにその周辺)はシューパ

ロ川上流流域と呼ぶのが妥当である. しかし昔の

主夕張を語源に戻して片仮名でシューパロと呼ん

でいると理解してもよかろう.

11 岩相層序区分と堆積相について

当地域を含む北海道の南北地帯に露出する白亜

系は，前弧海盆の一連の堆積物とされており，こ

れを空知層群と蝦夷層群に大別している.後者の

下部，中部，上部及び函淵の各々を亜層群とする

のが良いと思う.大観してタービダイト性堆積物

である下部蝦夷亜層群と中部蝦夷亜層群を累層

(formations) に区分するのが妥当か否かについ

ては，疑問があり，私共は差し控えている.地区

ごとに詳しい点に変異があるので，この地区程度

の範囲に通じる部層 (member) 単位の区分を使

うのが便利だが，その分け方は研究者間で必ずし

も一致していないし，地区により当然異なる.
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当地区の層序を地質図を添えて記述した論文に，

Matsumoto [MatumotoJ (1 942) , JII辺ほか

(1 996)，高嶋ほか (1997) がある. ここにはそ

れらをまとめた地質図(図 1 )を示す.当地区

ではシューバロ川最上流部がほぼ東から西への流

路をとっており，これとほぼ平行して，北の沢，

天狗沢，日陰沢第一支流 (87林班沢とも言う)，

日陰沢第二支流 (88林班沢)があり，大略 N-S

走向の地層を切って，かなり良い露出状況を示す.

従って層序の究明に好都合である，斜交して NW

方向の横ずれ断層がある.図 l には亜層群， AjC 

及び CjT 境界を示した.当地区での部層区分に

2 案があるが， この論文では Matsumoto

(1 942) のを便宜上採用し，主題に必要な地質踏

査図(図 2) と概略を示す層序柱状図(図 3)

を示した. その場合， Matsumoto (1 942, p. 

226) の定義に従うと，部層 llc は川辺ほか

(1 996) の Mc+Md に相当する.従って最近出版

した Matsumoto et al. , (1 998) の中の天狗沢路

線の図 1 ・ 2 における境界 llbjllc は MbjMc

に一致するよう修正する.その境界は Y541-S 

の露頭で明確に観察できる.メガ化石・徴化石に

よる生層序の検討経過をも併せ考慮すると，この

地区内の層序区分の基準 (stratotype) は天狗沢

路線に設定するのが良い.

上記 3 論文に加え， Matsumoto et al., (1998) 
と高嶋・西(1999) があり，中部蝦夷E層群の

基底には大きい時間的間隙を表す不整合はないこ

とが，アンモナイトからも有孔虫からも明かとなっ

た. しかしそこにはチャンネル構造を伴う大規模

な土石流堆積があり，また顕著な珪長質凝灰岩で

代表される火山活動が広範囲にわたり認められ，

地史的に有意義な地変があったことが明らかになっ

た.この地変の時期は， AjC 境界よりいくらか

古いアルピアン後期の中ごろである. (次章参照).

川 アンモナイト層序

ここで扱うアンモナイト (Ammonoidea) の

資料は，松本が野外作業で(1939年以降)得た

ものに加え，西田ほか(1993， 1995) に関連す

る野外作業，西国ぼかの 1994年の野外作業(そ

の際のメガ化石の層序は未発表)，松本・川下の
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図1.シューパロ川上流地域地質略図 (Matsumoto， 1942 ;川辺ほか， 1996 ;高嶋ほか， 1997に基づき
編図).累層の境は上記 3 論文で必ずしも一致しないので，暫定的に取捨選択している. A: アル
ピアン， C: セノマニアン， T: チユーロニアン ;MY: 中部蝦夷亜層群， LY: 下部蝦夷亜層群;
a: 亜層群境界， b: 累層境界， c: 階境界， d: 断層， 1 北の沢， 2 シューパロ川本流， 3: 天
狗沢， 4: 日陰沢， 5: 日陰沢第一支流 (87林班沢)， 6: 同第二支流 (88林班沢).

Fig. 1. Geological out1ine map of the Shuparo Valley (compiled from the three papers: 
Matsumoto, 1942; Kawabe et al., 1996; Takashima et al., 1997). A: Albian, C: Cenomanian, 
T: Turonian; LY: Lower Yezo Subgroup, MY: Middle Yezo Subgroup; a: Subgroup boundｭ
ary, b: Formation boundary, c: Stage boundary, d: fault; 1: Kita-no・sawa， 2: Shuparo 
River (main course), 3: Tengu-zawa, 4: Hikage-zawa; 5: First tributary of the Hikageｭ
zawa (87 rinpann-zawa), 6: Second tributary of the Hikage-zawa (88 rinpan-zawa). 

1999年初夏の野外作業などにより得られたもの

が主体で，他に川辺ほか(1996) と高嶋ほか

(1 997) に関連した野外作業で採集した中のごく

一部を再検討させていただき加えた.これらの中

で Ammonoidea (通称アンモナイト)と二枚貝

の lnoceramidae (通称イノセラムス)が多い.

それらは既に系統分類学的に記載された種が多い

が，新しい知見をもたらすものについては，今後
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lld 
十

図 2. 天狗沢(一部)の地質踏査図.露頭番号の頭にはYをつける v: 凝灰岩;黒丸:メガ化石(地層
から直接) ;十字:同上転石;長破線:断層;短破線:林道;鎖線:部層の境.

Fig.2. Geological route map along the Tengu-zawa (part). Every locality number should have Y at 
the heading. Mark v: tuff; small solid circle : mega fossil (in situ); cross: ditto (in a fallen or 
transported nodule); long broken line : fault; short broken line: forestry road; chain: member 
boundary. 

も報告して行きたい.

さて，当地区の A-C 両階にわたる部分には，

北海道の他地域と同様に，軟体動物化石が含まれ

ている.多産するアンモナイトの l 属 Desmoce

ras は， 保存の良い場合には D. (D.) 

latidorsatum (Michelin). D. (Pseudouhligella) 

dawsoni (Whiteaves) が A 階に . D. (D.) 

kossmati Matsumoto. D. (D.) ρoronaicum Yabe 

[前者の未成年殻は後者に類似し，シノニムにな

る可能性があるが，まだ十分な論拠で証明されて

いない J. D. (P.) japonicum Yabe. D. (P.) 

ezoanum Matsumoto が C 階に産することが判

明している. しかしこれらは保存の不完全な場合

には識別しにくく，真のレンジ (range) [生存

期間]も未確定で. AjC 境界決定には参考には

なるが必ずしも有効でない.また時折見出される

Tetragonites aff. kitchini (Krenkel). Anagau・

dηIceras sacya (Forbes). A. madraspatanum 

(Stoliczka). Parajaubertella kawakitana 

Matsumoto. P. zizoh Matsumoto などは A ・ C

両階にまたがるので，境界判定には役立たない.

Puzosia とその類縁属種は図示地区では余り産出

報告がない.多分大型の成年期に特徴が表れるこ

とが多いので，そのような標本の採集に困難があ

るためであろう. Kossmaticeratidae に入れら

れている Marshallitinae には特徴が明確で，産

出時代が限られているとみなされている種がいく

つかあり，それらは時代の判定に役立つ. しかし

欧米の標準地域にはほとんど産出していないから，

対比は間接的となる.

古地理的分布上の制約の著例としては，ボレア

ル (Boreal)区特有の Hoplitacae がある. この

類の諸種はヨーロッバの標準地区の A.C 両階の

生層序区分 (A 階では亜帯単位)とボレアル区

内各地の対比に役立つているが，日本からは産出

していない.従来の記録に表示があっても，見掛
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狗沢路線での産出が最も良いが，他の路線で補足

する.以下，産出種を下から上に層準(部層ある

いはその中の層位)ごとに列記する. (図 2.

参照).

(I)lf (下部蝦夷亜層群の最上部層) : Mortoni・

ceras (M.) cf. geometricum (Spath). これはJl I

辺ほか(1996) の M. inflatum (Sowerby) の修

正である (Matsumoto et al., 1998参照).以下

(2-10) は中部蝦夷亜層群下半である.

(2)IIb 1下部: Mortoniceras CM.) cf. stoliczkai 
(Spath)，川辺が北の沢林道で得た 2 個の断片.

川辺ほか(1996) では M. (Deiradoceras) sp. と

していたが，側面の中程にも突起があり，腹面の

形質，横断図の輪郭などの特徴から上記のように

修正する.

天狗沢では転石として Pseudhelicoceras

serocostatum Clark を得た.これは IIbl 由来だ

が，その中の詳しい層位は不明である.本種のも

とはテキサスの Font Worth 石灰岩産である

(Clark, 1965). 

3 

68 (2000) 

けの類似からの誤認に過ぎない.

形態に特徴があり，産出層位が比較的限定され

ていて，地理的分布が広いので，国際対比に役立

つのは Acanthoceratacea と Turrilitidae の諸

種である.シューパロ地域では，その産出頻度は

必ずしも高くないが，入念に探求すると見出され

る.それらの産出層位は明確な場合が多く，転石

でも由来の特定できたものは十分活用できる.天

Z
ヨ
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〈
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図 3. シューパロ川上流地域のアルビアン上部ーセノ
マニアン下部の層序柱状略図.部層区分は

Matsumoto, 1942による(一部修正).構成岩
石は主として泥岩で，部分により砂質であった
り砂岩単層~葉層を介在する.その粒度は右方
への突出，挟在の頻度は刻みの細かさで概念的
に示す(なお川辺ほか. 1996, fig. 3; 高嶋ほか，
1997, fig. 12; Matsumoto et al., 1998, fig. 2 
も参考になる). (1ト (9)は本文E章の記述項目に
合う.黒丸:由来の明確な示準アンモナイトの

層位;白丸:未発見の示準種層位;十字:由来

不明確な示準種， v字:凝灰岩.
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(3)lIb 1上部: Mortoniceras (M.) rostratum (1. 

Sowerby). この特徴のある示準種が少なくも 3

個体同一層準 (Y 544 と Y546 R) から産し，

Matsumoto et al. (1 998) と松本ほか(1999)

に記載された.なお本種と同層位と近接層位に

Inoceramus (s心の未記載種が多産する.それ

は添牛肉地域の My2上部からも得られている.

(4)1I b 2下部:層位的に期待される種(添牛内

では産出)の M. (Durnovarites) subquadratum 

(Spath) は当地域ではまだ得ていないので探求

中である.

(5) lIb 2上部: Mariella (M.) bergeri (Brongｭ

niart) が日陰沢第二支流の露頭 Y 179から産出，

天狗沢では Y 542の露頭から由来の大型団塊を

川下が採取し， 嶋貫年男の助力を得て D.

dawsoni などと共に Turrilitidae の小断片を取

り出した.二上政夫の教示によると，万字ドーム

の A 階上部産の Pseudhelicoceras sp. とよく似

ているとのことである.

(6) II c : Hypoturrilites sp. [保存は不完全だが

H. mantelli (Sharpe) と共通点がある]を Y539 

から得た. また Graysonites cf. wooldridgei 

Young を Y538 ・ 537中間で川下が得た.転石

だとしても， IIc の下半部からである. また

Eogunnarites unicus (Yabe) を Y 537 p 1 の転

石団塊から得た.その位置からも岩質からもこの

団塊は IIc からである.若干下流になるが Y 534 

Ep 1 (転石)から Stoliczkaia (Lamnayella) 

amanoi Matsumoto and Inoma を得た.その母

岩は軽石片を含む帯緑色の凝灰質岩石であるが，

lI c の最上部に特有の地層からの由来に相違ない.

なお前述の日陰沢第二支流 Y 179のすぐ前面

(支流の合流点)で転石として高嶋が拾得し，長

谷川浩二が整形して三笠市立博物館に寄贈した標

本 MCM， A517は Mariella (M.) oehlerti (Perｭ

vinquiさre) であるが， lI c 由来である.松本が

1939年に調査した当時は Y 179の露頭は大きし

その中程に NW 方向の左横ずれ断層があり ， M. 

(M.) bergeri は断層の北東側の IIb2の泥岩から

産出した.断層の南西側の泥岩には砂岩薄層が介

在し，上位に凝灰岩があるので，部層 IIc に帰属

される . M. (M.) oehlerti はこの IIc から由来さ

FOSSILS 68 (2000) 

れたと解釈できる.これらについては英文の記載

を準備している.

(7)IId: アンモナイトがよく産出するが，泥岩

から流出した団塊で採集されることが多い.特に

Desmoceras は成年殻に加え未成年殻が多数産出

する.特徴の顕著な種は少数ではあるが得られた.

すなわち，#アIþoturrilitesprimus Atabekian (Y 

534 Wp9 の団塊)， Mariellα (M.) miliaris 

(Pictet and Campiche) , Gabbioceras yezoense 

Shigeta (ともに Y 534 Wp 10から)， Mariella 

(M.) cf. quadrituberculata (Bayle) (Y 534 wp 

7) , Sounnaites sp. juvenile (Y 534 Ep 3) など

である.

(8) 1I e :天狗沢では特別のものは得ていない.

若干離れているが， 白金川の Y 5091 から

Sharpeiceras kikuae Matsumoto and Kawashiｭ

ta と M. (M.) cf. quadritubet，ωlata が見出され

fこ.

(9) II f 下部: Mantelliceras saxbii (Sharpe). 

これは川辺ほか(1996) がシューバロ川上流の

Y 1103256で得て M. cf. japonicum としていた

ものを再検討させていただき修正同定した.

UO) 1I f 上部:特徴的な種を得ていない.上位の

lI g は Turrilites acutus Passy を Y524で得て

いるから C 階中部である.

IV アンモナイトによる国際対比

全章に記したアンモナイト層序について国際対

比を試みる.西欧における A， C 両階のアンモナ

イトによる生層序区分は，国際対比における基準

とされている.表 l にアルピアン上部~セノマ

ニアン下部のアンモナイト帯の最近の知見を示す.

これはおもに Gale et al. , (1 996, table 1)に依

るが，その各帯・亜帯は種群帯[群集帯] (asｭ

semblage zone) ないし多産帯 (acme zone) で

ある. レンジ帯 (range zone) であるべきだと

主張する論文(例えば Robaszynski et al., 1998) 

もあるが，実際には同一生物地理区内でも詳細は

場所により差異があり，堆積環境の時空的変化も

あるから，理想的には達成しにくい.勿論今後正

確にし，精度を挙げる努力はするべきである.今

ここでは当地域におけるアンモナイト層準を現行
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表1.西欧におけるアルピアン上部~セノマニアン下部のアンモナイト帯とこれに対比可能の日本のアンモナイ
ト層位.

7 

Table.1. Ammonite zonation of the Upper Albian-Lower Cenomanian in Western Europe and the 
correlatable ammonite horizons in Japan. 

Ammooite zooa舗00 in Western Europe Approximately correlatable 

Zo皿e Subzooe hor包00 io Japao 

Mantellicet'<邸 dixoni ManteJliceras dixoni Acompsocerl師 renevieri

ManteHiceras sa.油'Ü ManteJlicet'i邸 sa.油'Ü

Mantel/iceras mantelli Sharpeiceras schlueterl Sharpeicer，師 ki加ae

-』-E 
Neostlingocer，価 carcitanense Graysonites wooldrldgei 

Arrhaphoce1'i価 brlacense Marlella be噌'eri

Stoli，ロkaiadispar Durnovar胸戸riポ仰S Durnovarltes su句'uadratus国

:l弓; 
Mortoniceras rostra，仰m Mortonicer，国 rostratum

Mortoniceras aequatorlale Mortonicer，価 cf. stoli，信制
Mortonicer，回 tが'atum

CaUihoplites au崎町

z主a 

均Isterocerl国 varlcosllm Mortonice1'i価 ct geomet耐'11m
Mortoniceras prlcei* 

lIysteroceras orbigni lIysteroceras orbigni 

Dipoloceras c1お御伽m 均olocer，回 CI制仰m Dipoloceras psωdaon 

枠におさめるため，亜属を属の格にして示している場合がある.

・西欧における下から 2 番目の帯は従来 M. inflatum に一括しているが，ここでは改良して M. pricei 帯とした.

Note For brevity some of the subgenera are ranked up to genera. 
・ The second zone from below has been induded in the broadly defined Zone of Mortoniceras inflatum, but 
it is herein tentatively revised to the Zone of Mortoniceras ρricei. 

の西欧におけるアンモナイト帯に対比する.但し

当地域だけでなく，平行して研究中の天塩山地の

添牛肉地域(経過的報告は逐次出版中の西田ほか，

1996, 97, 98, 98) その他の地域の既存の知見も

考慮に入れる.

対比の結果は表 1 に示した.その結果を導く

に至った論拠をここに記す.まず表の下の方の 2

亜帯に対比できるアンモナイト層準はシューパロ

地域では確認されていない.アルビアン上部の最

下部 D. crist，αtum 亜帯に対比できるアンモナイ

ト層準は幾春別川流域に CMatsumoto， com-

piled, 1988)，次の H. orb忽η:yi 亜帯に対比できる

ものは添牛内地域に(西田ほか， 1997) 認めら

れている.将来これらが同一地域内の層序順に確
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認されることが望ましい.

前章の (1)に記した M. (M.) cf. geometricum 

含有層は H. varicosum 亜帯に対比できる . M. 

(M.) geometricum は英国をはじめ，ベネズエラ・

アンゴラなどで H. varicosum とともに産出して

いる (Matsumoto et al. , 1998). 

(2) に記した M. (M.) stoliczkai は M. aequaｭ

toriale 亜帯の特徴種である.本種については松

本ほか(1999， p. 8-1 1)に詳述した.インド南

部・マダガスカル・アンゴラにも産出し，分布が

広い.

(3)の M. (M.) rostratum は s. disρar帯を 3 分

した下部亜帯の示帯種で，世界に広く分布する.

本種がテキサスの Weno 石灰岩からも産するこ

とが最近 Kennedy et al. (1998) により明かと

なったのは，国際対比の上で重要である.但し本

種の分類上の位置付けと亜属名については

Matsumoto et al. (1 998) ， 松本ほか(1999) の

論述の方が妥当であることを重ねて付記しておく.

(4)の層位に M. (Durnovarites) を代表する種

を探求することは，対比上からも上記の点からも

重要である.添牛内にはある.

(5)西欧におけるアルピアン最上部亜帯の示帯種

は Arrhaphoceras (Pseudoschloenbach必)

briacense であるが，これは Hoplitidae に属し，

日本には分布しない.当地域においてこの亜帯に

相当するのは IIb2上部と予想されるが，そこか

ら Mariella (M.) bergeri が産している.この種

は世界に広く分布し，日本では当地域の IIb2の

ほか添牛肉地域の My2上部からも記載されてい

る (Matsumoto and Kawashita, 1999). 本亜

帯を指示できる Mortoniceratinae の種はまだ正

確には分かっていない.通例 Cantabrigites の諸

種が S. dispar 帯のかなり上部に産するとされて

いるが，先述の Mont Risou では M. (Durno・

varites) perinjlatum 亜帯には産しているが， M. 

(M.) bergeri と違い，最上部迄そのレンジが延

びていない.日本にはこの問題に関連する資料が

あるが，当地域からはまだ見付かっていないので，

別な機会に記したい.

次にセノマニアン下部の中の亜帯単位での西欧

標準区分との対比について記すが，アルビアンの

FOSSILS 68 (2000) 

場合と異なり，亜帯を特徴づける種群にかなりの

差異があり，北海道内でも場所(環境その他)に

よるフォーナの異同や産出の多寡があって，かな

り難しい.道内の他の地域の既知資料をも参考に

しながら，予察的に記す.但し記述は前章の番号

に対応する.

(6) II c のアンモナイト群は西欧から見れば特異

で ， Graysonites wooldridgei-Mariella (M.) 

oehlerti 種群と呼ぶことができる. これに相当す

る化石種群は添牛肉地区の My3 下部でも特徴的

で， G. adkinsi 帯とも言われる.これらの特徴種

は西欧からは産出の報告が無い.西欧の標準地

“Anglo・Paris Basin" ではセノマニアンの最下部

は Neostlingoceras carcitanense 亜帯と呼ばれて

いる.先述の AjC 境界基準候補の Mont Risou 

地区では N. carcitanense (Matheron) の代わり

に， N.oberlini (Dubourdieu) が示帯種である

が，後者は英国にも産し，両種とも分布は広い.

N. carcitanense は日本にも産出しているが，そ

の層準は幾春別川沿いでは三笠層の最下部より上

位(高橋武美採集)，添牛肉地域では，二次的の

変形を受けているが， もっと上位の My5 部層の

下部である(松本採集). N. 属はレンジが長く，

米国のニューメキシコでは，種は異なるが，セノ

マニアン上部から報告されている (Cobban et 

al., 1989). 

IIc 産の種の中で Stoliczkaia (Lamnayella) 

amanoi は英仏の S. (L.) juigneti W right and 

Kennedy に類似し，添牛肉ではこれに加えて S.

(L.) sanctaecather初ae W right and Kennedy 

も産する. この 2 種と Hypoturrilites aff. 

mantelli とは英仏の N. carcitanensis 亜帯との対

比を支持する.他方 Mariella (M.) oehlerti は西

欧では未確認であるが，アルジエリア・モザンピー

ク・マダガスカル・南アフリカなどの一連の区域

のセノマニアン下部に特徴種として産する

(Matsumoto et al. , 1999). 

Graysonites はテキサス (Young， 1958) が原

産地で，さらにカリフォルニア CMatsumoto，

1959)，イスラエル (Lewy and Raab, 1978) , 

イラン(Immel and Seyed-Emami, 1985)，ス

ペイン (Kliedmann and Kauffman, 1978)，プ
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ラジル (Koutsoukes and Bengtson, 1993) な

どからも報告があり，広い分布を示す.北海道で

は転石の団塊から得られている場合が多く，産出

層位について精度を挙げて国際的評価を高めるこ

とが要請される.これが幾春別川流域で未確認な

のは環境差によるのかどうか疑問で，さらに探求

し fこい.

(7)-(8)前章の(8)は生層序としては不明確なので

(7) と併せる. 7-8 はセノマニアン下部の主要部

である.幾春別では Matsumoto et al. (1969) 

に記したように Mantelliceras japonicum 帯が認

められ，そこには Shaゆeiceras kongo Matsuｭ

moto, Muramoto and Takahashi のような特徴

種(マダガスカル産の小型な S. falloti 

( Collignon) とシノニムという説あり)が伴う.

西欧では Mantelliceras mantelli O. Sowerby) 
はセノマニアン下部の主要部(最下部から中上部)

にわたりよく産するが， レンジがやや長く，その

帯の中に 3 亜帯が設けられている. 日本の M.

japoni，αlm 帯は西欧の 2 番目の亜帯に相当する

のであろう.英国では， この 2 番目の亜帯を最

近 Shaゆeiceras schlueteri 亜帯と呼ぶようになっ

た. S. 属の諸種はどういうわけか世界の各地に

点々と産し， 1 地点に多数個体が産しない.報告

されている種数はかなりあり，日本にはその大部

分が認められるようになって来た.それらの

“種"には勿論共通点もあるが，軽視できない差

異もある.図 1 の範囲からはまだ得られていな

いが，白金川上流では 2 種があり， ともに S.

schlueteri に類似した点がある. 天狗沢産

Hypoturrilites ρrimus， M. (M.) miliaris, M. (M.) 

cf. quadrituberculata は有力な亜帯指示種ではな

いが，国際対比上特に矛盾はない.

(9)Mantelliceras saxbi は M mantelli 帯 3 区

分の上部亜帯指示種であるから，本種が IIf 下半

部[川辺ほかの Me 上部]から産しているのは国

際対比上合理的である.

側西欧の標準地域では M. mantelli のレンジは

長く，部分的には M. dixoni Spath と重なるが，

後者の産出範囲を M. dixoni 帯とし， C 階下部の

最上部としている.この帯に対比できる層準はシュー

パロ地域では確認できないし，北海道の他の地域
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でもその認定には困難がある.幾春別川流域の三

笠層下部に ， M. japonicum 帯より上位で，セノ

マニアン中部の下部を示す Cunningtoniceras

takahashii 帯の下位のアンモナイトの稀な部分

が層位的にはこれに当たる.その部分から高橋武

美が Acompsoceras を見出した (Matsumoto

and Takahashi, 1992) のはこれを裏付ける.と

まれセノマニアン下部の最上部のアンモナイト帯

の確認には，なお層準ごとの化石探求が要請され

る.

以上によりアンモナイト層序からはシューバロ

地域における A/C 境界はほぼ IIb2/IIc に当た

ることが究明された.

V 浮遊性有孔虫化石の層序

シューパロ川上流流域白亜系の浮遊性有孔虫化

石の層序については高嶋ほか(1997) の労作が

ある.それでは主として天狗沢の資料が使われて

いるが，それに基づいて導かれた A/C 境界は，

前章に記したアンモナイト層序による境界とは一

致せず，かなり上位に置かれている.高嶋ほかで

は TG037 ，そなわち私共の Y534に A/C 境界

を設定しているが，これは部層 IId の途中である.

1994年の野外調査で私共は不馴れながら徴化石

用泥岩試料も採取し，それの有孔虫分析は生路・

井上が行い，結果が西田ほか (1997) の表10に

示されている.高嶋ほかは Rotal争ora brotzeni 

(Sigal)の初出現 (FO) を C 階のはじまりとし

ているが，同種は西田ほかでは若干下位の Y535 

の試料中に検出されている. しかしその層位も

IId の下部である.それより下位に西田ほか

(1 997) に浮遊性有孔虫が表示されていないのは，

試料の取り方が悪かったのだと反省している.し

かし高嶋ほか(1997， figs. 11 , 12) においても

TG040から下位の TG043迄，層厚300m 余り

の間空白である.恐らく部層 IIc は砂質であった

り，砂岩層が頻繁に介在するから堆積相として浮

遊生有孔虫の沈着と含有に適していなかったため

であろうと解釈される.他方アンモナイトは IIc

から浅海相の地層によく含まれる装飾の著しい部

類が産し，それらは示準種でもあるので，そこ迄

はセノマニアンの下部と言うことが判明した.私
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共はかねてからメガ・ミクロ化石の両方の統合を

重視している(西田ほか， 1993, 95, 96, 98). 

蝦夷層群の下部~中部には混濁流による砕屑性

堆積物が多く，続成の影響もあり，先述した

Marnes Bleues 累層のような静穏な環境の海底

に沈積した細粒で軟らかい堆積物とは著しく異な

る.後者では 4m (一部は 2m) ごとに採取した

試料に連続的に有孔虫種が認められ，各種の FO

と LO が記録されている (δ13C の変化との関係

は不顕著). シューパロ地域の場合には，高嶋ほ

かが特定種の FO，または LO としていても，そ

れは見掛けであって，生存期聞が正しく記録され

ていないおそれがある.その論文では古地理や古

緯度の差異については言及しているが，堆積状況

による影響についての配慮が不足のようである.

さらにもうひとつ疑問がある.高嶋ほかは約

10年前の Caron (1 985) と Sliter (1 989) の帯

化を基準として A/C 境界を論述している.先に

紹介した Gale et al. (1 996) による Mont Risou 

地区の国際的基準の提案では， A/C 境界を(1)

Rotalipora globotruncanoides の FO， R. ticinenｭ

sis の LO; あるいは(2)R. globotruncanoides の

多量に産出する層位で規定している.同じ累層内

のアンモナイト種群による Stoliczkaia disρar 帯

と Mantelliceras mantelli 帯の境に対し， (1)は 5

m下位(2)は 3m上位になっている. Gale et al. と

小委員会の A/C 関係研究班は(1)の案を A/C 境

界の基準にしたいとしている.

所で，高嶋ほかの論文でも，最近までの他の有

孔虫専門研究者の論文においても， R. brotzeni 

はよく使われているが， R. globotruncanoides の

種名はほとんど見当たらない.そこで SCS の C

階小委員会が委員宛に作成した文書中の明確な図

版を井上洋子に送って尋ねてみた. 日本で R.

brotzeni としているものとそっくりという回答で

あった.他方 Robaszynsky and Caron (1995) 

では R. globotruncanoides を使っているが， シ

ノニムについての注記に疑問がある.高柳洋吉の

教示によれば原著 (Sigal， 1948) でのページ順

からは G. brotzeni は junior とのことである.な

お上記提案(1)にある R. ticinensis は高嶋ほかの

論文中には見当たらない.
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種名の問題はさておくとしても，高嶋ほかの

A/C 境界の結論は Mont Risou における

“global standard" の提案と照合するには不十分

である.なお上記基準地区の生層序では浮遊性有

孔虫に依る境がアンモナイトに依る境よりも若干

下位にある.これと同様の関係は，以前から気付

かれており， MCE (中期白亜紀地変)のまとめ

の折りに両方の研究者グループの間で討議が行わ

れ，その結果が公表されている (Reyment and 

Bengtson, eds., 1986, fig. 53). どちらを採用す

べきかについてはなお問題がある.

VI 底生有孔虫層序について

天狗沢路線の A/C 境界をまたぐ部分について

の底生有孔虫化石の層序については，先述の西田

班の1994年の野外作業中に採取した試料を生路・

井上が検討して，その結果を西田ほか(1997，表

10) に報告している.表では T-F・ 11 と T-F・ 10

(Y 536 ・ Y 537間)に有孔虫種群の境があると

している. これは Maiya and Takayanagi 

(1 977) ，米谷(1985) に基づき，北海道のセノ

マニアンは Textularia hikagezawensis 群集帯で

特定できるが， 下位は Haρlophragmoides

globosus 群集帯ということで表現されている.

これに関連して，有益な事実がすでに気付かれて

いる.すなわち Textularia hikagezaωensis 群集

中の特徴種の中に Reophax clavulina (Reuss) 

があるが，同種はセノマニアン下部に多いことを，

白金沢の調査報告(西田ほか， 1993, p. 28) 中

に米谷・花方が指摘している.生路・井上の天狗

沢試料の報告でも ， R. clavulina が T. hikageｭ

zawensis とともに産する範囲を越えて， さらに

Y 541 の試料 T-F- 08迄下がることを表示してい

る.そこ(図 2 の Y541 S) には今回改訂した部

層 IIc と IIb の境があり，それはアンモナイト層

序から概略 A/C 境界に相当するであろうと記し

た層位である.

松本の私見ではあるが，装飾性アンモナイトは

主として底生であるから，食餌の連鎖は高次では

あったとしても微小生物と関連が深かったに相違

なく，生物群の時代的変化に微少なずれを伴う対

応があるのは興味深い.
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VII その他

生層序学的に有用な微化石としては，放散虫，

珪藻，渦鞭毛藻シスト，石灰質ナノ化石などがあ

る.これらを用いて当地域の白亜系層序を扱った

研究はあると思うが，印刷発表されたものは放散

虫だけである.その放散虫層序の中で， CjT 境

界に関連して八尾・植松の報告(西田ほか，

1995, p. 180-183) 中にセノマニアンのものが

表示されているが， AjC 境界に及んでいない.

今後上記の徴化石各群について研究が進み，有益

な成果が公表されることを期待する.

生層序と並行して炭素同位体比層序を調べ，環

境変化の指標とするとともに国際対比にも活用す

る研究が行われている.前述の Mont Risou 地

域の AjC 境界をまたぐ部分についての成果では，

Õl3C の変化カープに下から A-D の 4 つのピーク

が認められ，その中の大きいピーク B， C はアル

ビアン最上部 cs. disρar 帯の下・中・上の 3 区

分の上部に当たる A. briacensis 亜帯)中にあり，

D はセノマニアン最下部にある CGale et al. , 

1996, fig. 8). 

所で， Mont Risou の AjC 境界をまたぐ地層

には放射年代測定に適した岩石が無い.これに対

して，北海道の白亜系には幾つかの層位に凝灰岩

があり ， AjC 境界上下にもある.その中で測定

に適した試料を選んで，異なる方法で放射年代を

測定し，生層序と組み合わせて結果を整理すれば，

国際的に重要な成果が期待される.私共は生層序・

堆積学的野外作業の折に凝灰岩試料も採取するよ

う努めている. シューバロ地域では部層 IIa の試

料が良いので専門研究者に送付した. IIa からは

アンモナイトは得ていないが，層位的にはほぼ

C. auritus ~帯に当たるであろう.
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|シンポジウム特集|

白E紀の炭素循環と生物多様性の変動*

2000年 1 月 28 日 於早稲田大学国際会議場井深大記念ホール

世話人:平野弘道1) ・坂井卓2) ・小玉一人九中森 亨4) • 

安藤寿男 5) ・西 弘嗣6) ・利光誠一7) ・近藤康生8) ・長谷川 卓9) • 

斎木健一10); 事務局:三次徳二 11)

白亜紀は現代に直近の顕著な温室時代としてつ

とに知られている.特に地球温暖化の危機が認識

されて以来，年々多くの分野の研究者がこの時代

の地球環境の変動と古生物への影響について，さ

まざまな角度から取り組んでいる.これらのすべ

てのアプローチを包含する形で， r白亜紀のアジ

アに於ける炭素循環と生物多様性の変動の大陸，

海洋相E作用」が国際連合教育・科学・文化機関

(ユネスコ)科学委員会において， 1999年 2 月に

国際地質対比計画のプロジェク卜 434 (期間:

1999-2003年)として承認された.この研究プ

ロジェクトの目的は，白亜紀のスーパー・プルー

ムの上昇から温室時代の形成，生物多様性の変動

を炭素循環を一つの基軸として理解してみよう，

併せて，炭素同位体比をアジアに広域に分布する

陸成層と海成層の新しい対比基準として確立しよ

うというものである.この度の標記シンポジウム

はその初年度の活動である.

シンポジウムは 3 日間連続で行われ，初めの 2

日間が IGCP 434主催・早稲田大学・日本古生

'Carbon cycle and bio-diversity change during the 
Cretaceous 
"Hiromichi Hirano，早稲田大学教育学部
吋akashi Sakai，九州大学大学院理学研究科
旬Kazuto Kodama，高知大学理学部
"Toru Nakamori，東北大学大学院
唱isao Ando，茨城大学理学部
恒iroshi Nishi，九州大学大学院
ηSeiichi Toshimitsu，地質調査所標本館
町Yasuo Kondo，高知大学理学部
9l'fakashi Hasegawa，金沢大学大学院
同'Ken'ichi Saikl，千葉中央博物館植物学研究課
l吋okuji Mitsugi，早稲田大学教育学部
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

物学会共催で，第 3 日が日本古生物学会主催・

IGCP434 ・早稲田大学共催であり，全日程を

IGCP434の各領域責任者が世話人として実施し

fこ.

シンポジウムは領域により第 l 部から第 4 部

に分かれ，各々第 1 部:テクトニクス及び環境，

第 2 部:海洋生物の多様性変動，第 3 部:陸生

生物の多様性変動，第 4 部:炭素循環と古海洋

学，であった. この 4 部に加えて，領域を間わ

ずにポスター・セッションも行われた.日本古生

物学会主催の第 3 日のシンポジウムは前記の区

分の第 4 部であった.

シンポジウム第 4 部は以下のように構成され

た.

趣旨説明・・・平野弘道

日本の白亜紀アンモナイト類のデータ・ベースと

種多様性…利光誠一・平野弘道・松本崇・高

橋一晴

白亜系蝦夷層群の浮遊性有孔虫分帯…西 弘嗣・

高嶋礼詩・初貝隆行・斎藤常正

北西太平洋における上部白亜系の古地磁気層序の

対比・・・小玉一人

白亜紀海洋無酸素事変と炭素同位体:地球変動に

対する意味…ヒュー・ジェンキンス

前期アルビアン期の海洋無酸素事変:蝦夷前弧海

盆に於ける貧酸素事変…高橋一晴・平野弘道

前期白亜紀の古植生と古大気の二酸化炭素分圧:
韓国震山洞層と下関亜層群の例…リー・|ヨンイ
ル(李容錘)

極東地域の陸生有機物による上部白亜系炭素同位
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体層序…長谷川卓

セノマニアン・チユーロニアン事変:西ヨーロッ

パに於ける化石と安定同位体記録の事例…マル

コス・ラモルダ

チベット・ガンバ地区のセノマニアン・チユーロ

ニアン階移行部の炭素同位体比の記録…ワン・

シャオチャオ(万 暁樵)，ワン・チェンシャ

ン(王成善)

スペイン北部オラザグート採石場のコニアシアン・

サントニアン階境界:生物事変，化石層序，安

定同位備己録…マルコス・ラモルダ， ミハエラ・

メリンテ，クリストファー・ポール

炭素循環の関連で見た礁生物界の白亜紀から現生

までの進化…中森亨・井龍康文

以上の発表・討論の後，総合討論がもたれ，坂

井卓，西弘嗣，斎木健一，小玉一人，長谷川

卓，平野弘道，中森亨，ヒュー・ジェンキンス，

クラウディア・ジョンソンなと‘から，各専門領域

別に見たアジアに於ける研究の現状の総括，今後

の課題，が提示され， 1 時間以上に渡り熱心に討

論がなされた.

このシンポジウムは参加者の国籍が日本に加え

て，韓国，中国，ロシア，フィリピン，タイ，ベ
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トナム，インド，アメリカ合衆国，連合王国，ス

ペイン，の計11 カ国に及び，当初より国際シン

ポジウムとして企画され，英語のみを公用語とし

て運営された.日本古生物学会主催のシンポジウ

ムとしては初めての，公用語が英語のみによる，

参加国数11 カ国に及ぶ国際シンポジウムであっ

た.

このシンポジウムの実施に当たり，ユネスコ・

国際地質学連合(IGCP 434への 1999年度予算)，

文部省科学研究費(基盤研究(c)(ll ， 11894013, 

1999) ，東京地学協会(国際会議開催助成)，井

上科学振興財団(国際会議開催助成)，北海道土

木設計株式会社，ダイシン設計株式会社，日本工

営名古屋支社，合同資源開発株式会社，関東天然

五斯開発株式会社， Jl I崎地質株式会社，早稲田大

学(特定課題・国際共同研究， 97 C-8, 1997-

98 ;国際会議開催助成， 1999; 学会開催補助，

1999) から助成・寄付を頂いた. この度の国際

シンポジウムはこれらの機関・企業からの経済的

支援があって初めて可能となったものである.記

して深甚なる謝意を表する.

(文責:平野弘道)

本邦産自E紀アンモナイトデータベース
および種多様性について本

利光誠_1) .平野弘道2) ・松本 崇3) ・高橋一晴4)

はじめに

アンモナイト類は古生代後期~中生代にかけて

最も繁栄した動物の一つであり，その種数は通説

*Database and species diversity of the ]apanese Creｭ
taceous ammonoids 
唱eiichi Toshimitsu，地質調査所地質標本館
2l}五romichi Hirano，早稲田大学教育学部地球科学教室
3>Takashi Matsumoto，早稲田大学理工学総合研究セ
ンター
4lKazuharu Takahashi，日鉄鉱業株式会社
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

では10000を超えるとも言われている.また，ア

ンモナイト類は進化が著しく，その分布も広いこ

とから古くから進化・分類，生層序および古生物

地理学的研究などが盛んに行われてきた.

本邦産自E紀アンモナイトデータペース

日本の白亜紀アンモナイト類については

Yokoyama (1890) 以来多くの研究がなされて

きた.最近，日本の白亜紀アンモナイト類研究草

制期からの蓄積のある東京大学総合研究博物館の
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1500点以上の収蔵標本(約200点の模式標本を

含む)のデータベースが公開され (Tanabeet al., 

2000 ), 日本の白亜紀アンモナイト類研究史の

一端を伺い知ることができる.日本の白亜紀アン

モナイト類を網羅した研究としては Matsumoto

(1 942-3, 1954)があげられる. これらは日本の

白亜紀アンモナイト類を含む多くの化石を地域ご

とにリストアップした労作であった.その後，ア

ンモナイト類の記載分類学的研究および生層序学

的研究が著しく進展し，多くの新種が報告され，

対比の精度や生層序学的分解能もかなり高いもの

となってきた.そこで，これまで出版されている

様々な学術誌を調査し，日本の白亜系から報告さ

れた全種類のアンモナイト類をデータベース化し

た (Toshimitsu and Hirano, in prepよそれに

よると，本邦の白亜紀アンモナイト類に関して 4

亜目， 44科， 279属， 875種がこれまでに報告さ

れている.ちなみに，最近，世界中の白亜紀のア

ンモナイト類を属レベルでまとめた， Wright et 

al. (1 996)では， 4 亜目， 53科， 684属 (+153亜

属)が識別されている.

自E紀アンモナイト類の種多様性

本邦の白亜系に関してこれまで多くの生層序学
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的な研究がなされてきており，アンモナイト類や

イノセラムス科二枚貝などを用いて細かな化石帯

の設定と国際対比がなされている.現状では日本

の白亜系は松本ほか(1982) や利光ほか (1995)

などに基づき， 31亜階に区分できる.上述した

875種に関して，その層序分布に基づき各亜階に

おける産出種数を集計すると，各亜階における種

数(種多様性)の変動が読み取れる(図 1 ).一

般的傾向として下部白亜系では種多様性が低く，

上部白亜系ではサントニアン以降，種多様性は徐々

に減少している.

本邦の白亜系の中で最も種多様性の高いのは上

部アルビアン~最下部セノマニアン (96種)で

ある.この他に下部パレミアン，上部アアチアン，

下部チュロニアン，中部コニアシアン，サントニ

アンなどでも相対的に種多様性が高い.対照的に，

下部アプチアン，中部アルピアン，上部セノマニ

アン，下部コニアシアンで種多様性が著しく低い.

アンモナイト類の多様性の変動は海水準変動に

よく調和していると考えられている (Kennedy，

1977 など). House (1 989) はデボン紀から白

亜紀までを 2 百万年間隔で区切ってアンモナイ

ト類の科レベルでの多様性の変動を解析し， Haq 

et al. (1 987) などの海水準変動曲線との比較か

唱‘OAE3
4咽昏OAE2

司咽昏OAEld

4・・~OAElc
4咽砕OAElb

4噂OAEla

。 20 40ω 80 1∞ 

Diversity (numb巴rof species) 

図1.日本の白亜紀アンモナイト類の種多様性変動.
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ら両者の変動パターンがよく調和していることを

示した.日本の白亜紀アンモナイト類の種多様性

の変動も大局的には， House (1 989) の科レベル

の多様性の変動パターンによく似ているが，中部

アルピアンや上部セノマニアンの多様性の様相な

ど異なる点もある.また，高海水準期とされる下

部コニアシアンの種多様性の低下など，上述の海

水準変動曲線とは非調和な部分もある.これに対

して， Hirano et al. (2000) は，上記の種多様性

の著しい低下の見られる部分が，白亜紀に数回見

られる海洋無酸素事変 (Oceanic Anoxic 

Events: OAE) と極めてよい相関のあることを

指摘している. しかし， OAEld，の時期にあた

る上部アルピアンでは上述したように著しく種多

様性が高い(図 1 ).この原因として，本邦の下

部白亜系の化石帯分解能が上部白亜系に比べて著

しく低いため，長い層序区間にレンヂの短い種が

多数含まれている可能性が考えられる.今後の下

部白亜系の生層序学的研究の進展が待たれるとこ

ろである.

終わりに

先述の本邦産白亜紀アンモナイトデータベース

に基づき，現在，種多様性の変動に関して詳しい

解析を継続中である.

なお，生層序学的分解能の低い日本の下部白亜

系についてもまさに詳細な研究が始まったところ

であり(松本ほか， 1999など)，それらの成果に

基づき今後も適時データベースの更新を計ってい

きたいと考えている.
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北海道に分布する蝦実層群の浮遊性有孔虫化石帯区分*

西 弘嗣1)・高嶋礼詩1)・初貝隆行九園入敦仁ω.酒井利彰九斎藤常正5)

北海道中軸帯に広く分布する蝦夷層群は，大型

化石だけでなく徴化石も産出することから，日本

の白亜系の標準層序を確立できる有力な候補地で

ある.浮遊性有孔虫に関しては， Maiya and 

Takayanagi (1977) がアプチアンからアスト

リヒチアンまで10帯の化石帯を設定し，それ以

後の改訂は行われていなかった. しかし，夕張地

域中央部の白金沢に分布する蝦夷層群で，セノマ

ニアン/チユーロニアン境界付近の層準にかぎり，

浮遊性有孔虫の化石層序が検討された結果，

Sliter (1 989) の化石帯区分のうち， KS19から

KS21までが認識された (Hasegawa， 1999など).

このように，蝦夷層群でも浮遊性化石層序を見

直す必要性が出てきたため，本研究では大夕張，

古丹別，羽幌の各地域の蝦夷層群から産出する浮

遊性有孔虫群集を総括し，化石帯区分の再検討を

行った.それぞれの各地域で詳細な層位分布図を

作成し，各種の出現・消滅の示準面を明らかにす

るとともに，なるべく多くの個体を拾い出し，そ

の量比もあわせて化石層序を検討した.その結果，

これらの地域の蝦夷層群ではアプチアンからサン

トニアンに至る総計14帯の化石帯を設定するこ

とができた.それらは下位より，1)“Gorbachike

lla" kugleri, 2)Globigerinelloides ferreolensis , 

3) Ticinella primula, 4)Biticinella breggiensis, 

5)Favusella washitensis, 6)Rotalipora apρenni・

nica, 7)Rotalかora brotzeni, 8)丹aeglobot叩n-

cana steρhani， 9) Whiteinella baltica, 

10)Helvetoglobotruncana helvetica, 11 ) Margiｭ

notruncana pseudolinneiana, 12)Marg初otrun-

• Planktonic foraminiferal zonation in the Cretaｭ
ceous Yezo Group, Hokkaido, Japan 
吋firoshi Nishi, Reishi Takashima，九州大学大学院
比較社会文化研究院
2)Takayuki Hatsugai, ジオプラニング株式会社
3) Atsuhito Ennyu，ペンシルパニア州立大学
')Toshiaki Sakai，日本工営株式会社
昨Tsunemasa Saito, c/o 東北大学大学院理学部
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受浬

cana sinuosa, 13)Contusotruncana fornicata , 

14) Globotruncana arca である.

これらの群集には，テチス(熱帯一亜熱帯)地

理区の種が数多くみられる.産出したアプチアン

の群集は，いずれも小型で単純な形態をしたもの

が多いが， Globigernelloides algeriana 以外の重

要な示準種をほぼ含んでいる.アルピアンからチユー

ロニアンでも，同様に Ticinella ， Rotali.ρora ， 

Helvetoglobotruncana 属の示準種が数多くみら

れる. しかし，テチス地域では Rotalipora 属は

多いが，蝦夷層群では丹aeglobotruncana 属が卓

越し， その構成がやや異なる. また，

Planomalina buxtorfi だけはみられない.コニア

シアンからサントニアンでは，それ以前と違い

Dicarinella asymetrica や Globotruncanita

elevata などの示準種が産出せず， Dicarinella 

concavata も大夕張地域で希に， しかも散在的に

しかみられない. したがって，チユーロニアンま

ではテチス地域の化石帯との対比が比較的容易で

あったのが，コニアシアン以降では難しくなる.

蝦夷層群は，古地理からみると北韓40-50度付

近のきわめて高緯度に位置していたと考えられる.

それにもかかわらず，アプチアンからチユーロニ

アンまでテチス(熱帯・亜熱帯)地域の要素がみ

られることは，温暖化の影響でこれらの要素が高

韓度地域まで北上していたことを示唆する.これ

に対して，コニアシアン~サントニアンの群集は，

ボレアル(北極海)地理区の典型である北部ヨー

ロッパ地域との類似点が多くなる.この時期には

テチス地域の要素が弱くなり，気候は以前より寒

冷な方向へと向かったと考えられる.

文献

Hasegawa, T., 1999. Planktonic foraminifera and 

biochronology of the Cenomanian-Turonian (Creｭ

taceous) sequence in the Oyubari area, Hokkaido, 
J apan. Paleonto. Res. , 3, 173-192. 
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Maiya, S. and Takayanagi, Y., 1977. Cretaceous Sliter, W. V., 1989. Biostratigraphic zonation for Cre-
foraminiferal biostratigraphy of Hokkaido. taceous planktonic foraminifers examined in the 

Palaeont. Soc. ]apan, Special Papers, (21), 41-51. section.]our. Foram Res., 19, 1-19. 

北西太平洋上部白亜系の古地磁気層序と化石層序の国際対比*

小玉一人1)

はじめに

地域性の強い大型化石しか産しないことの多い

極東地域上部白亜系の対比には，地磁気逆転タイ

ムスケールを利用した古地磁気層序学的手法が特

に有効である.本論では，最近になって研究の進

展した日本やロシア極東から得られた古地磁気層

序を総合し，これまで困難であった同地域上部白

亜系大型化石層序の国際対比の可能性について論

ずる.

これまでの研究

北西太平洋域のような変動帯に分布する白亜系

から，一連の地磁気逆転パターンを連続的な古地

磁気記録として保持したものを見いだすことは容

易ではない.これまで圏内だけでも，九州・四国

から北海道まで，代表的な白亜系を数多く調査し

てきたが，続成作用や変成作用などのために，初

生磁化が消失して不安定な二次磁化しか示さない

ものが多かった.とはいえ，綿密な調査によって，

信頼に足る古地磁気記録を得られた例も少なくな

い.例えば，九州の御所浦層群，御船層群，大野

川層群などの基底部付近に分布する赤色岩は，白

亜紀磁気静穏期(スーパークロン C34n) 相当

の正磁極を示すことが分かった.また，四国の中

央構造線沿いに分布する和泉層群からは，クロン

C33 r から C31 r までのほぼ連続的な古地磁気

層序が得られている(小玉， 1990). 

• Magnetobiostratigraphic correlation of the Upper 
Cretaceous System in the Northwest Pacific 
llKazuto Kodama，高知大学海洋コア研究センター
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

北海道の蝦夷累層群は分布や年代範囲が広く，

多くの層序学的・古生物学的研究があるが，体系

的な古地磁気層序学研究は最近始まったばかりで

ある.他地域の白亜系と同様，安定磁化試料の存

在率は低いが，これまで古丹別地域や手塩中川地

域の上部白E系から複数の地磁気逆転層準が確認

されている.最も確実なのは，スーパークロン C

34n 相当の厚い正磁極層と，その直上のクロン

C33 r と思われる逆磁極層である.さらに上位

の函淵層群相当層からも，部分的に地磁気逆転層

の見られる場合があるが，単一地域での連続的な

古地磁気記録ではないため，個々のクロン対比は

困難である.これに対し，南サハリンのナイパ地

域に分布する上部白亜系は， C34n 末期から C

30n まで，ほぼ連続した古地磁気層序を示す

(Kodama et al., 2000). 極東地域における上部

白亜系の模式層序のひとつとして古くから知られ，

北海道と共通する化石属種を産するナイパ地域の

古地磁気層序を利用すれば，上部蝦夷層群の古地

磁気層序確立ばかりでなく，地域性が強いために

これまで困難であった大型化石属種の国際対比も

可能となろう.これまでに極東や北米の上部白亜

系から得られた古地磁気層序を図 1 にまとめる.

国際対比

白亜紀階境界の国際定義自体にいまだ未確定な点

が多いので， ここでは便宜的に Gradstein et al. 

(1995) のタイムスケールに従って，いくつかの

化石帯を地磁気極性クロンと対比してみよう.

まず，北海道・サハリンから北米西縁に共通し

て産する Sρhenoceramus schmidti である.ナイ



19 

聞

68 (2000) 

僅性。ロン

; 
き

C
哩
E
E
R
H
E
帽
。

石

Ma 

70 

75 

目。

化

85 

Westem Interior Califomia 
Leahy& Le巾ekmo Verosub et al. (1989) 
(1995) 
Hicks et al. (1999) 

和泉層群
小玉 (1990)

蝦夷層群Sakhalin 
Kodama et al. (2∞0) 

図1.日本，サハリン，北米の上部白亜系古地磁気層序.地磁気逆転タイムスケールはGradstein et al. (1 995) を
基準とし，一部のクロン境界年代はHicks et al. (1999) に従って修正した.

古地磁気層序学的検討は不十分で，クロン C29r

から C 31 r と比較的広い範囲に対比されてきた

にすぎない CWard， 1990). しかし今回ナイパ地

域の結果から ， Z. varuna 帯はこれよりやや下位

の C32n 後半に対比されることが分かった.

上記以外にも，北海道・サハリン地域に固有の

化石帯を地磁気極性クロンと対応させることがで

きるようになった.部分的に暖昧な点も残されて

いるが，今後北海道や極東他地域，さらには北米

との比較研究をすすめながら，上部白亜系の古地

磁気層序・化石層序の統合と国際対比をめざして

いきたい.

献

Gradstein, F. M., Agterberg, F. P., Ogg, , J. G., 
Hardenbol, J., Van Veen, P., Thierry, J. and Huang, 
Z., 1995. A Triassic, J urassic and Cretaceous time 
scale. SEPM Spec. Pub. , 54, 95-126. 

文

パ地域の結果から， S. schmidti 層は逆磁極クロ

ン C32 r の基底近く，すなわちカンパニアン階

中上部に対比できることが分かった.北海道でも

すでに，一部の S. schmidti 産出層が逆極性を示

すことが確認されていたが，その前後の古地磁気

層序が得られないため，カンパニアン階下部のク

ロン C33r の可能性も否定できなかった. しか

しナイパ地域では， C 33 r 相当の逆磁極層は a

schmidti 層のさらに下位に存在し，この層準か

らは S. naumanni や Gaud:ηceras tenuiliratum 

などが産する CKodama et al., 2000). 北米西縁

では S. schmidti 層を含む地層の露出が悪いため，

部分的な結果を総合して，暖昧に C 34 njC 33 r 

境界付近に対比されてきた CVerosub et al., 

1989). 今後，これら極東地域の結果をもとに，

あらたな視点で再検討する必要があろう.一方，

Zelandites varuna は，サハリン・北海道以外に，

インド・チリ・南極などでも産する.これまでの
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白E紀海洋無酸素事変と炭素同位体:地球変動に対する意味$

Hugh Jenkyns1) 

白亜紀の層序学的記録には 2 回の主要な海洋

無酸素事変が認められる:それらは前期 Aptian

の Selli Event (120 Ma) と Cenomanian/Turo

nian 境界の Bonarelli Event (93 Ma) である.

これらの事変は，その影響は優に地球規模(大西

洋，太平洋，テチス，ボレアルの各地域)で，海

洋有機炭素と局地的には放散虫シリカの含有率が

異常に高いという記録を堆積物に残している.両

事変ともに層序学的に炭素同位体比の正のシフト

を伴っていて，それらは浅海及び深海炭酸塩，海

成及び陸成有機物質にさまざまに記録されている.

海洋大気システムにおいて交換しうる炭素リザー

パーの全体は， これら 2 回の過剰な炭素埋没の

エピソードによって影響されているので，その継

続期間は50万年以下と見積もられている.他の

「黒色頁岩事変」も白E紀には知られている(例

えば，後期 Hauterivian ， Barremian，後期

'Cretaceous Oceanic Anoxic Events and carbon isoｭ
topes: Implications for g!obal change 
。ヒュー・ジェンキンス，オクスフォード大学地球科学
教室
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

Aptian, Albian) が，それらの記録は主に大西

洋，北ヨーロッバ，テチスの各地方に限られ，そ

れに伴う炭素同位体のシグナルはそれほど顕著で

はないか，あるいはより不明瞭である.

Selli Event と Bonarelli Event の両事変に共

通の特徴には次のようなものがある: (1)これらの

時に形成された陸棚堆積物の層序は，広域な深化

と海進を示唆する; (2)酸素同位体比や花粉分析の

傾向などの古気温の指示者は，気候的な最高値を

示唆する; (3)同時代の化石やチョークからのスト

ロンチウム同位体比は，放射性元素の減少傾向を

示し，このことは大陸及び海洋ストロンチウムの

相対的流入の変化を意味している. Selli Event 

では直前に炭素同位体の顧著な負の変動があり，

次いで顕著な正の変動がある.これと対照的に，

Bonarelli Event は，緩やかに幅広い正の変化を

伴い，その相対的に高い δ13C 値は炭素の過剰埋

没の時の前，最中，後の期間の特徴である.

これらの特徴の組み合わせは次のように解釈さ

れよう.ストロンチウム同位体のデータは海洋底

拡大速度及び海水の海嶺からの再循環の増大と矛
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盾しない.

そのような現象は海嶺及び沈み込み帯からの二

酸化炭素のベントの増加と関連していると思われ，

それ故地球気候を温暖化する(温室室効果).よ

り温暖な気候は大陸での風化作用と海洋への栄養

塩類の流入を増大させ，風による湧昇を強化する.

珪質及び有機質の殻をもった浮遊生物の生産性は

増大し，炭素の埋没も従って増大し(海洋無酸素

事変)，二酸化炭素は累進的に消耗する(温室効

果の逆効果).時を同じくして生じている海進は

肥沃な陸棚海の体積の増大をもたらし，広域に渡

21 

る海洋の動態を変化させた.海洋無酸素事変は栄

養塩類が枯渇したときに終了し，その時までに気

候の劣化が始まっていたであろう.

このモデルは現在のデータとも両立するのだが，

前期 Aptian の炭素同位体の顕著な負の変動を説

明するためにはさらに要因が必要である.ガスハ

イドレートの分解によるメタンの注入が，多分地

球温暖化によって引き金を引かれたというのはこ

の現象の一つの可能性のある説明である. (著者

の了解を得て平野弘道訳)

前期アルビアン期の海洋無酸素事変:
北西太平洋蝦夷前弧海盆の貧酸素事変*

高橋一晴1)・平野弘道2)

はじめに

前期白亜紀アプチアン期からアルピアン期の堆

積物は，ほぼ地球規模で葉理の保存された黒色を

呈する泥岩で特徴づけられることが報告されてい

る(伊l え lま， Jenkyns, 1980 ; Larson et al., 

1993). 巨視的には北西太平洋に位置する北大夕

張地域においても，同時期の堆積物は葉理を保存

した暗灰色から黒色を呈する泥岩であることが報

告されている (Hirano and Fukuju, 1997 ;高

橋ほか， 1997). そのような黒色泥岩は dysoxic

から anoxic 環境の存在を示し，全海洋規模の海

洋無酸素事変に対比されると考えられている

(Hirano and Takagi, 1995 ; Hirano and 

Fukuju, 1997 ;高橋ほか， 1997; Hirano et al., 

2000). 北大西洋やヨーロッパ大陸海においてこ

の時期には少なくとも 4 回の海洋無酸素事変が

• Oceanic Anoxic Event in the early Albian: A 
dysoxic event in the Yezo forearc basin, Northwestｭ
ern Pacific 
勺Cazuharu Takahashi，日鉄鉱コンサルタント株式会
社
勺firomichi Hirano，早稲田大学教育学部地球科学教室
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

生じていたことが岩相・炭素同位体比 (1513 C) 

の変動・放散虫の絶滅・放散の観点から示唆され

ている(例えば， Bralower et al., 1993; Erbaｭ

cher et al., 1996; Erbacher and Thurow, 1997). 

しかしながら，北大西洋においては同様な an

oxic 環境が実際に形成されたのか否か詳しい報

告はなされていない.そこで今回は，北大西洋地

域のアルピアン階で報告されている海洋無酸素事

変 OAE1b (Bralower et al., 1993) に対比され

る北大夕張地域の下部アルビアン階の推積環境の

詳細な分析結果を報告する.

北大夕張地域の下部アルピアン階の炭素同位体比

変動と環境変動

北大夕張地域に分布する下部アルビアン階の岩

相の変化，炭素同位体比の変動，有機物含有量の

変化，酸化還元環境指標の変動を図 1 に示す.

(1)図示した住状図は，川辺ほか (1996)1 の Lb

部層に相当する.岩相は時灰色から黒色を呈する

葉理を保存した泥岩と，灰色を呈する極細粒から

細粒の砂岩からなる泥岩優勢な砂岩泥岩互層であ

る.下位から上位に向かい砂岩層を頻繁に挟むよ
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図 1 . 北大夕張地域天狗沢ルート下部アルビアン階の下部層の柱状図と炭素同位体比変動 (s 13C) ・有機物含有量
(TOC) ・ 有機物含有量/全硫黄含有量 (TOC/TS) 比・ V/V+Ni 比・ビスノルホノマン/ホパン (BNH/H) 比
の変動.
柱状図で示した範囲は， 川辺ほか(1 996) の Lb 部層に当 たる. TOC/TS<.3: euxinic 環境を示す. TOC/ 
TS>3 : non-euxinic 環境を示す (Berner and Raiswell, 1983). V /V +Ni>0.84 : euxinic 環境を示す. V/V 
+Ni>0.60 : anoxic 環境を示す (Hatch and Leventhal , 1992). 
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うになる.

(2)炭素同位体比は -23.50- 一 22.49 施。の間で、

変動を示す.下部アルビアン階の最下部の層準で

は炭素同位体比が約0.8 施。の負のシフト(図 1 の

矢印)とその直上で約0.5 %0の正のシフトを生じ

ている.下部アルピアン階の下部では，この階で

一番重たい値-22.49を検出し，一度0.4施。ほど

の負シフト(向上)と 0.4施。の正シフト(同上)

を生じた後，緩やかな正のシフト(向上)を生じ

ている.この変動ノfターンから，本地域のこの層

準は大西洋地域の OAElb が生じていた時期に

対比される.

(3)岩相及び大型化石(アンモナイト類・イノセ

ラムス類)の無産出・徴化石の低産出により(川

辺ほか， 1996 ;三次・平野， 1997) , Tyson and 

Peason (1 991)及び Savrda and Bottjer 

(1 991)の区分から anoxic 環境に対比される.

(4)VjV+Ni 比はすべての層準で0.60以上を検

出した. VjV+Ni 比からは Hatch and 

Leventhal (1 992) の区分で anoxic 環境が推定

されている.このことからは下部アルピアン階の

下部の堆積時が anoxic 環境であったと考えられ

る.

(5)酸化還元環境の指標とされる全有機物含有量

/全硫黄含有量 (TOCjTS) 比はすべての層準で

3 以上を示し， Berner and Raiswell (1983) の

区分では non-euxinic 環境に区分され，前述と

は逆の傾向が認められる.

(6) ピスノルホパン/ホパン (BNHjH) 比はほ

とんどの層準で0.05以下であった. ビスノルホバ

ン/ホバン比は同地域のセノマニアン階と比較す

るとやや高い値を検出している.これはセノマニ

アン階より還元的な環境であることを意味する.

TOCjTS 比及び BNHjH 比の変動からは，下

部アルピアン階において anoxic 環境が常に形成

されていたのではなく， suboxic ・ dysoxic 環境

が比較的長期にわたり形成されていたと考えられ

る.炭素同位体比の変動パターンによって大西洋

地域の OAE 1 b 相当層に対比された下部アルビ

アン階の下部層においては， VjV+Ni 比・ BNHj

H 比は当地域のセノマニアン階よりもやや還元

的な環境の傾向を検出した. (3)-(6)の結果から，
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もし北大夕張で認められる諸特徴が北西太平洋地

域を代表できるとすれば(現在他地域で検証中だ

が)，大西洋地域と異なり，著しい anoxic 環境

が形成されたのではなく，それよりもやや酸化的

な環境である dysoxic 環境が形成されていたと

考えられる.つまり，本地域においては海洋無酸

素事変が生じていたのではなく，海洋貧酸素事変

が生じていた.

下部アルピアン階の堆積環境の推定

化石層序の大枠及び炭素同位体比変動パターン

から， ヨーロッパの OAElb に対比される Lb

部層の事変は，次のようにまとめられる. (日下部

アルビアン階は葉理を保存した泥岩であり，また，

大型化石の無産出及び浮遊性徴化石の低産出から，

suboxic から dysoxic 環境が優勢であった; (2) 

下部アルビアン階の下部層はセノマニアン階の酸

化還元環境指標より還元的な傾向を示すが，著し

い anoxic 環境が形成されていたのではなく，そ

れよりも酸化的な環境である dysoxic 環境が形

成していた.

おわりに

今回の結果から下部アルピアン階の環境変動を

推定することができた. しかしながら， OAE 1 b 

に対比される層準を検出できたが，大西洋地域で

の環境と差異が認められる.また，アプチアン期

からアルピアン期にかけての連続的な酸化還元環

境の変動や， OAE の発生・継続の過程なども明

らかにされていない.今後， この還元環境の形成

過程の差異を岩相の変化や酸化還元環境の指標の

変動，海水準変動などの調査に基づいて明らかに

していく必要がある.

謝辞

この研究を進めるに当たり，石油資源開発株式

会社技術研究所の全面的な御協力を頂いた.同研

究所の所長はじめ，所員の方々には多くの御助言

を頂いた.研究費の一部は，文部省科学研究費基

盤研究(C)(2)(09839036; 1997-2000)，および早

稲田大学特定課題研究助成 (98 A -555; 99 A-

118; 00 A-096)，理工学総合研究センター・プ



24 

ロジェクト研究 B-235 (1 998-2000) を用いた.

記して感謝の意を表する.

文献

Berner, R. A. and Raiswell, R., 1983. Burial of or・

ganic carbon and pyrite sulfur in sediments over 

Phanerozoic time: a new theory. Geochimica et 

Cosmochimica Acta, 47, 855-862. 

Bralower, T., Sliter, W. V., Arthur, M. A., Leckie, R. 
M., Allard, D. and Schlanger, S. 0., 1993. 

Dysoxic/anoxic episodes in the Aptian-Albian 

(Early Cretaceous). The Mesozoic Pacific: Tectonｭ

ics, and Volcanism, Geophysical Monogr., 77, 5-

37. 

Erbacher, J., Thurow, J. and Littke, R., 1996. Evoluｭ
tion patterns of radiolaria and organic matter 

variations: A new approach to identify sea-level 

changes in mid-Cretaceous pelagic environments. 

Geology, 24 , 499-502. 
Erbacher, J. and Thurow, J., 1997. Inf1uence of oceｭ
anic anoxic events on the evolution of midｭ

Ceataceous radiolaria in the North At1antic and 

western Tethys. Marine Micro，ρaleontol.， 30, 139-
158. 

Hatch, J. R. and Leventhal, J. S., 1992. Relationship 
between inferred redox potential of the 

depositional environment and geochemistry of 

the Upper Pennsylvaniann (Missourian) Stark 

Sahle Member of the Dennis Limestone, 

Wabaunsee County,>(ansaa, U.S.A., Chem Gω1.， 

99 , 65-82. 
Hirano, H. and Fukuju, T., 1997. Lower Cretaceous 
Oceanic anoxic Event In the Lower Yezo Group, 

Hokkaido, Japan. four. Geol. Soc. Philippines, 53 
(3/4) , 173-182. 

Hirano, H. and Takagi, K., 1995. Cretaceous oceanic 

FOSSILS 68 (2000) 

anoxias in the northwestern Pacific-current conｭ

ditions and prospect of research -. Proc. 15'" Interｭ

nat'l. SY1ゆ'. Kyungpook Nat'L Univ., 343-355. 
Hirano., H. Tohimitsu, S., Matsumoto, T. and 

Takahashi, K., 2000. Changes in Cretaceous 

ammonoid diversity and marine environments of 

the Japanese Islands.ln Okada, H. and Mateer, N. 
J. eds., Cretaceous Environments 01 As仇 Develop

ments in Palaeontology and Strat伊'aphy， 17, 145-

154. 

Jenkyns, H. C., 1980. Cretaceous oceanic anoxic 
events: From continents to oceans.four. Geol. Soc. 

London, 137, 171-188. 

川辺文久・平野弘道・高木恭， 1996. 北海道北大夕張地

域白亜系の大型化石層序，地質学雑誌， 102 , 440-459. 
Larson, R. L., Fischer, A. G., Erba, E. and Premoli・

Si1va,l., 1993. APTICORE-ALBICORE-A Workｭ

shop Report on Global Events and Rhythms of the 

mid Cretaceous, 4-9 October 1992, Perngia, Italy, 

56. 

三次徳二・平野弘道， 1997. 北海道中軸部下部蝦夷層群

の白亜紀放散虫化石層序.地質学雑誌， 103, 113-125. 
Savrda, C. E. and Bottjer D. J., 1991. Oxygen-related 
biofacies in marine strata: an overview an update. 

In Tyson, R. V. and Peason, T. H. eds., Modern and 
Ancient Continental Shell Anoxia. Geological Sociｭ

ety Special Publication, 58, 201-219. 

高橋一晴，福寿智明，平野弘道， 1997. 北海道北大夕張地

域下部白亜系の炭素同位体比変動と有機地球化学的

特徴. Research in Organic Geochemistη， 12， 41-49. 

Tyson, R. V. and Peason, T. H., 1991. Modern and anｭ
cient continental shelf anoxia: an overview. In 

Tyson, R. V. and Peason, T. H., eds., Modern and 
Ancient Continenω1 Shell Anoxia. Geological Sociｭ

ety Special Publication, 58, 1-24. 



化石 68 (2000) 25 

前期自E紀の古植生と古大気中の二酸化炭素分圧:
韓国震山洞層と下関E層群の例市

Yong-Il Lee1} 

土壌の炭酸塩は大陸の古気候と植生状態の重要

な古環境指標として知られている.韓国及び日本

の前期白亜紀の非海成層中には，豊富な土壌起源

の炭酸塩ジュールが存在する:それらは各々霞山

洞層と下関亜層群(塩浜層)である.霞山桐層の

地質時代は下位層からの車軸藻の研究によりオー

テリビアン期 (Seo， 1985) とされており，下関

亜層群はアプチアン~アルビアン期 (Kimura et 

al., 1991) とされている.古土壌は霞山洞層では

氾濫原堆積物中に，下関亜層群では扇状地の中位

乃至末端相の，上方細粒化サイクルを示す河川堆

積物の上部に普遍的に存在する.

古土壌の層準は円筒状，球状，あるいは円盤状

の炭酸塩ノジュール及ひP石灰岩レンズからなる.

炭酸塩ノジュールは均質な徴品質方解石及び徴品

質スパライトから構成される. ミクライトは炭酸

塩ノジュールの体積の90 %以上を占め， ランダ

ムに分布する砕屑粒子を伴う.若干のノジュール

は亀甲石を伴う.

土壌起源の炭酸塩の炭素同位体組成は，震山洞

層及び下関亜層群の堆積時の古植生状況を推定し，

大気の二酸化炭素分圧を見積もるために分析した.

震山洞層の炭酸塩の炭素同位体組成は -2.4施。か

ら -9.3 施。の範囲で・平均一 5.6 施。であり，下関亜

層群のそれは-5.4 %0から一 7.7 協の範囲で平均一

6.7 施。で・ある. これらの土壌起源の炭酸塩の同位

体組成は，土壌は C3 植物により特徴づけられ

ていることを示唆している.見積もられた植物二

'Pa1eovegetation and pa1eoatmospheric P (CO,) 1ev. 
e1s during the Ear1y Cretaceous: examp1es from the 
Hasandong Formation, Korea and the Shiomonoseki 
Subgroup 
。李容鎗，ソウル大学地球科学教室
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

酸化炭素の平均組成は， C3 植物から形成されて

いる土壌有機物に比べるとおよそ3-4 施。濃集し

ている.これは多分大気二酸化炭素(1)日 C=-6.5

施。)との混合の結果で，土壌中の全二酸化炭素の

23 %-24%が寄与している.大気二酸化炭素の

寄与は，ある仮定の下で Cerling (1992) のモデ

ルを用いることにより，前期白亜紀の震山調層お

よび下関車層群の時代の大気の二酸化炭素分圧を

見積もることを可能としている.霞山調の時及び

下関の時の古二酸化炭素分圧のレベルは，各々

2400-4500 ppm V 及び1700-3200 ppmV の範囲に

見積もられる.下関時の古二酸化炭素分圧レベル

が霞山洞時より低いという知見は，大気中の古二

酸化炭素分圧レベルは前期白亜紀の高い値から低

下したことを示し，白亜紀中の古大気の二酸化炭

素レベルの低下傾向と調和的である. (著者の了

解を得て平野弘道訳)
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北海道及び極東ロシア地域における
上部白E系の陸源有機炭素同位体比層序*

長谷川

はじめに

白亜紀における炭素同位体比層序は Scholle

and Arthur (1 980) 以降頻繁に研究され，特定

の炭素同位体比イベントは詳細な層序対比のため

の化学的鍵層として用いることが可能である.ヨー

ロッパや北アメリカなどでは炭酸塩シークウェン

スが発達するため，層序学的目的では遠洋性炭酸

塩の炭素同位体比層序が用いられてきたが(例え

ば Jenkyns et al., 1994; Pratt et al., 1993) ， 北

海道や極東ロシア・サハリン州に分布する蝦夷層

群及びその相当層は，陸源砕屑物の供給量が非常

に多く，微量に含まれる有孔虫殻なども例外なく

過成長や再結晶しているためヨーロッパ等と同様

の手法は用いることができない. そこで

Hasegawa (1 995, 1997) などでは北海道の蝦夷

層群堆積物中に豊富に含まれている陸上高等植物

の有機炭素を用いてセノマニアン前期からチユー

ロニアン後期にかけての炭素同位体比変動を明ら

かにした.その結果は Jenkyns et al. (1994) 

や Corfield et al. (1 99 1) などによって示された

ヨーロッバの炭酸塩から得たものとよく一致して

いることから，当時，大気と海洋の二酸化炭素が

炭素同位体平衡にあり，さらに陸上高等植物の同

位体分別は経時的に一定であったものと結論して

いる. しかし，炭酸塩と陸上高等植物由来の有機

物は異なる形成プロセスをたどっており，様々な

環境圧はそれぞれの同位体分別に異なる影響を与

えている可能性がある (Gröcke et al., 1999; 

Nguyen Tu et al., 1999など).本報告では既報

の有機炭素との炭酸塩の炭素同位体変動曲線を比

較してそこから推定できる東アジア地域の古環境

'Upper Cretaceous carbon isotope strantigraphy of 
terrestrial organic matter from Far East Asia 
I)Takashi Hasegawa，金沢大学理学部地球学科
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

卓1)

について議論する.

北海道・蝦夷層群の陸現有機物

Hasegawa and Saito (1 993) , Hasegawa 

(1 997) および Hasegawaand Hatsugai (2000) 

は，北海道各地の蝦夷層群の中でも浮遊性有孔虫

や大型化石により詳細な年代が与えられているセ

クション(大夕張，達布および古丹別地域)を炭

素同位体比層序の研究に用いた.泥岩中の有機炭

素が測定対象とされたが，それらは有機岩石学的

手法により陸上高等植物起原であることが分かつ

ており，有機炭素同位体比変動曲線は後背地全体

の「陸上高等植物」のそれの平均値の変動曲線と

読むことができる.蝦夷層群は前弧海盆堆積物で

あると考えられており (Gkada， 1983など)そ

こに含まれる有機物の供給地は Gröcke et al. 

(1 999) や Nguyen Tu et al. (1 999) などで議

論されたような狭い地域ではなしサハリンから

北海道南方までのエリアに堆積速度200mjm.y.

の泥岩を形成しうる程の大量の砕屑物を供給した

エリアであり，大河の流域などを想定している.

有機物は堆積盆までの運搬の過程でよく混合され，

上述のような後背地の平均値を読んでいると考え

ることができる. このような北海道 3 地域の有

機炭素同位体比データを Jenkyns et al. (1994) 

の南イングランドおよびイタリアのグピオ地域の

炭酸塩のそれと比較した.

陸上高等植物に働いた環境圧と炭素同位体比

炭酸塩の炭素同位体変動曲線は，セノマニアン

/チユーロニアン (CjT) 境界のスバイクやセノ

マニアン中期の正のエクスカーションなどのショー

トタームイベントの変動パターンやその規模では

北海道の有機炭素のものとよく一致している(図

1).それは， Hasegawa (1 997) , Gr�ke et al. 

(1 999) および Beerling and Jolley (1 998) な



化石 68 (2000) 

どで議論されているように，陸上高等植物の炭素

同位体比が基本的に大気二酸化炭素の炭素同位体

比変動を反映するからである. しかしながら，よ

りロングタームの変動を見た時に重要な不一致が

ある.それはセノマニアン下部からチユーロニア

ン中部にかけて，炭酸塩では海水準の上昇と連動

した約 1 問。の漸進的な炭素同位体比の増加が見

南イングランド

813C carb.%。 (PDB)
2 3 4 

(Redrawn from Jenkyns et a/., 1994) 
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られるが，陸上高等植物由来の有機炭素には見ら

れないことである(図1).後者はショートター

ムのイベントを取り去って同位体変動パターンを

見てみると，この層位範囲でセノマニアンを通じ

て僅かに(約0.5 施。)負に漸移し ， CjT 境界直下

で極小となり (Hasegawa ， 1997 の H2; Haseｭ

gawa and Hatsugai, 2000の KC-2)，境界付近

ﾕ 13C org.terr. %0 (PDB) 

・25 ・24 ・23 ・22

図1.南イングランド(Jenkyns et al., 1994) と古丹別 (Hasegawa and Hatsugai. 
2000) で示されたセノマニアンからチユーロニアンにかけての炭素同位体比変
動の比較.セノマニアンおよび C/T 境界の正のエクスカーションはショートター
ムのイベントであり，両地域で確認できるが，ロングタームでは大きな違いが見
られる.
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図 2. 炭素同位体比の変動パタ ー ンから推定したアジ
ア大陸東岸の陸域気候の変遷. 詳細は本文を参
811 

Jenkyns et al. (1 994) の示したテチス海域水

温変化曲線におけるセノマニアン前期からチ ユー

ロ ニアン中期にかけての温暖化イベン卜とは，

C/T 境界に極大を持つという点でもよく一致し

ている. また ， 海水準変動直線 (Haq et al., 

1 987) とは， (1)が海水準の漸移的な上昇時期に，

(2 )から (3)にかけてが高海水準期にそれぞれ対応す

る.これらのことは，当時の極東アジア地域の陸

域気候変動がグルーパルな環境変動と連動してい

ることを示している.

炭素同位体比変動から推定する

極東アジアの陸域環境

ιl上のことをまとめると， セノマニアンからチ ユ ー

ロニアンにかけての極東アジアの陸域環境変動は

のスパイクより上位のチユ ーロニアン下部で極大

を示しており ， この点は北海道の 3 セクション

に共通している . 炭酸塩もしくは陸上高等植物の

一方の同位体分別には影響をおよぼさず， 他方の

それには大きな影響を与えるような環境圧が，セ

ノマニアン前期からチユ ーロニアン中期にかけて

存在したことになる . その環境圧は C/T 期境界

に向かつて増大し，境界付近で極大を迎えた後，

以降では減少していったと解釈できる . 問題は環

境圧が炭酸塩と陸上高等植物のいずれの同位体分

別に影響を与えたかである.炭酸塩は無機的に沈

積すると考えられており，同位体分別効果を大き

く変えるような水温変化が白亜紀のテチス海域の

表層で生じたということは考えにくい.また， テ

チス域の表層水塊が入れ替わったため， とも考え

られるが，長期的には水塊中の重炭酸イオンの炭

素は空気中の二酸化炭素と同位体平衡にな るため

この影響も考えにくい.従って東アジア東縁付近

の陸上高等植物の同位体分別が環境圧によって変

化 したと考える方が妥当である . そのよ うな環境

圧としては乾燥 ・ 湿潤が考えられる.植物の気孔

は湿潤状態では開放となり乾燥状態では可能な限

り閉じられることになる.開放の場合は光合成で

用いられる酵素反応での同位体分別効果が卓越す

る(約 29 施。)が， 閉鎖に近い状態では気体拡

散の同位体分別効果(約一 4.4向。)が卓越する

(Hayes , 1 993 などを参照).従って湿潤にな

ればより負側へ，乾燥気候になればよ り正側へ

炭素同位体比がシフトすることになるのである.

また，湿潤になる場合は森林密度が増加すること

により，森林内で呼吸由来の二酸化炭素(炭素同

位体的に負に偏っている)が再度光合成に利用さ

れるというリサイクル効果(キャノピー効果:

Broadmeadow et al ., 1 992などを参照)が生じ

ることにより ， さらに炭素同位体比は負にシフ

トすることになる.この考え方に基づけば，北海

道の 3 セクションの有機物供給地では (1)セノ

マ ニ アン前期から徐々に陸域の湿潤化が進み，

(2)C/T 境界付近でもっとも湿潤となり(湿潤化

から乾燥化への変換点)， (3)その後チユ ーロニ ア

ン中期に向かつてセ ノマ ニ アン前期の状態に回復

していったものと解釈できる . このパタ ー ンは

28 
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以下のように解釈されよう(図 2) : (1)セノマニ

アン前期から始まった漸進的な海水準上昇により

海岸線はより大陸内部に浸入したことに加え表層

水温が上昇したことによって，大陸内部により多

くの湿気が運搬されるようになり，湿潤気候帯の

面積を拡大した ; (2)CjT 境界付近において海進

が最も進み，表層水の温暖化もピークに達したこ

とにより湿潤気候帯の面積も最大となった; (3) 

CjT 期境界以降チユーロニアン中期に至るまで

は海水準は境界付近と同様高いままで保たれたが，

境界を境として表層水温が低下したため，大陸内

部に運搬される湿気は減少し，湿潤気候帯の面積

は縮小に向かった.

おわりに

白亜紀の海洋古環境は詳細な年代スケールの入っ

た海成層を用いて0.1-1 Ma 程度の議論がなされ

ている. しかし一方で陸成層を用いた陸域の古環

境の議論で用いられる年代は，期レベルの区分も

推定の域を出ない.そのことがグローパルな古環

境変動の枠組みの中で陸域環境を論じることを非

常に難しくしている.その意味で海成層である蝦

夷層群およびその相当量に含まれる陸上高等植物

由来の物質を研究し，陸域の環境を推定していく

ことは重要なプレークスルーとなり得るであろう.

将来的には蝦夷層群が，同位体研究だけでなく，

花粉層序なども媒介として陸成層と海成層の古環

境議論の接点を供給し，東アジア地域の白亜紀研

究の模式地の役割を果たすように研究を発展させ

fこい.
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セノマニアンーチユーロニアン期境界事変:
西ヨーロッパの化石と安定同位体記録の事例研究*

Marcos A. Lamolda 1) 

はじめに

最後期セノマニアンに比較的短時間ではあった

が重要な古海洋学的事変が生じたことは今日広く

承認されており，時としてセノマニアンーチユー

ロニアン境界事変 (CTBE) とよばれ， この事変

は多くの事変の中でも(1)広範囲に渡る有機炭素の

濃集した堆積作用， (2)背景レベルよりも2.0-2.5

施。も高く上昇したÕ13 C (炭素同位体比)の変動，

(3)重要な動物群の転換，を特徴として含んでいる.

イングランド南部のドーパーとイーストボーン

及びスペイン北部のメノヨのセノマニアンーチユー

ロニアン階境界セクションを比較する;イースト

ボーンとメノヨのセクションはセノマニアンーチユー

ロニアン境界事変を含む西ヨーロッパのセクショ

ンの中では最も厚い.いずれもセクションの全体

を通じてリズミックで，大型化石，微化石，ナノ

化石に富んでいる.地球化学及び化石層序のデー

タはすべて，詳細なリズミックな岩相層序に対応

づけられており，境界模式セクションと 20000年

*The Cenomanian-Turonian Boundary Event: a case 
history about fossil and stable isotope record in 
western Europe 
。マルコス・ラモルダ，スペイン，ベイス・パスコ大学
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

以内の精度で対比することが出来，変化速度の精

確な見積もりも可能である (Paul et al., 1999)_ 

セノマニアンーチユーロニアン境界事変は海水準

の急激な低下で始まり，イングランドの 2 セク

ションではサブプレナス浸食面を作っている.次

いでプレナス泥灰岩を通じて陸源砕屑物の堆積作

用が減少することによって示されるように，最後

期セノマニアンに 100000年以上に渡り徐々に海

水準は回復した (Lamolda et al., 1994) ;似た
傾向はメノヨにおいても知られている (Paul et 

al., 1994). 

酸素及び炭素安定同位体曲線を極めて詳細に示

す.イーストボーンの極めて詳しい安定同位体層

序は利用しうる最も詳細な Õ13C 曲線を確立し，

岩相層序と化石層序の両者に対応づけることが出

来る (Paul et al., 1999) .この曲線は次の要素

からなる:変動前の背景，プレナス泥灰岩の地層

4 の低い値により分けられる 2 回の急速な Õ13Cの

増加期，プレナス泥灰岩の地層 8 からミーズ泥

灰岩の 6 までの台地状期， ミーズ泥灰岩の 6 か

らホリウエル泥灰岩の 3 までの回復期，変動後

の背景.この曲線はドーパーでもメノヨでも認識

されている.

北西ヨーロッパの後期セノマニアン期と前期チュー
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ロニアン期のアンモナイト化石帯のすべてと，一

枚貝類イノセラムス科の Mytiloides 属の出現，

いくつかのパルス的な動物群事変を含み，鍵とな

る大型化石の生物事変が認識され，詳細な岩相層

序と関連づけられている.粗粒フラクションの底

生有孔虫 (>250μm) の産出パターンは 2 回の

絶滅ピークを示し，前述の炭素同位体変動の 2

回の増加期に対応している.底生及び浮遊性有孔

虫，石灰質ナノ化石はすべて，境界事変をまたい

で多様性と個体数の減少を示す.境界の鍵となる

生物的出来事は次の内容を含む:アンモナイト類

の Fagesia catinus , Mammites nodosoides ， 二

枚貝類の Mytiloides , 浮遊性有孔虫の
Helvetoglobotruncana praehelvetica , H. helvetiｭ
ca , Ma増加otruncana renzi ， 石灰質ナノ化石の

Quadrum intermedium, Q. gartneri, E，ρrolithus 
octoρelatus の初出，アンモナイト類の Scipono・

ceras ， 浮遊性有孔虫の Rotalipora greenhornenｭ

sis, R. ωshmani， 石灰質ナノ化石の Corolithion

kennedyi , Axopodorhabdus albianus , Lithraｭ
phidites acutus, Rhagodiscus as.ρ肌 Microstau

rus chiastius の最終産出.浮遊性及び底生有孔

虫，貝形類，石灰質ナノ化石はすべて境界をまた

いで多様性と個体数の大きな減少を示し，これは

生産性の減少に関連している (Lamolda et al., 
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1994). 浮遊性及び底生有孔虫はイーストボーン

の例と同様サイズの減少を示す. D13C 変動は有

機炭素の埋没速度の増加の結果であり，それは栄

養塩類を隔離し，前述の生産性の減少をもたらし

た.周期層序学はヨーロッパと北アメリカの他の

セクションと同位体及び生物事変の極めて厳密な

対比を可能としている. (著者の了解を得て平野

弘道訳)
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チベットのガンバ地区のセノマニアンーチユーロニアン境界層
からの Õ13 C 記録*

Wan Xiao-Qiaol) and Wang Cheng-Shan 

白亜紀は地質時代の中でも重要な時代である.

白亜紀中期の古海洋学的変動は最も重要な地球規

模の地質学的事変の一つである.広範囲に渡る涯

'The a13 C records from Cenomanian-Turonian pasｭ
sage beds of Gamba, Tibet. 
u万暁樵， China University of Geosciences (中園
地質大学)
2】王成善， Chengdu University of Technology (成
都理工学院)
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

青質堆積物の記録がチベット南部のアプチアン及

びセノマニアン チユーロニアン期に形成された.

セノマニアンーチユーロニアン期の堆積物は灰色

頁岩から構成されている.それは岩相，地球化学，

動物群の異常な特徴を示す.浮遊性有孔虫は，

Rotalかora cushmani, WhiteineUa archaeocretaｭ
cea , Helvetoglobotruncana helvetica の各化石帯

があることを示す.セノマニアンーチユーロニア
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図1.チベットのガンバ地区セクションのセノマニア

ンーチユーロニアン階境界のS悶 C 変動曲線.

た層序学的範囲であることは地球規模の有機炭素

の埋没の強い証拠とされる. (著者の了解を得て

平野弘道訳)

ン階境界は Whiteinella archaeocretacea 帯であ

る. 1)13 C はチベット南部のガンパ・セクション

で測定し ， W. archaeocretacea 帯の上部に正の

偏位が生じている.最大値は2.738 施。で、ある(図

1 ). 

1)13 C スパイクは，年代のよく分かっている有

機炭素の濃集した地層と一致しており，この対比

は最後期セノマニアンー最前期チユーロニアン期

の聞に激しい有機炭素の埋没が生じたことを示し

ている. 1)13 C の正の偏位は全溶存炭素の埋没に

影響を与えている. 1)13 C 曲線の形は，有機炭素

の埋没は後期セノマニアン期の前期に徐々に増加

し，最後期セノマニアン期にはより急速に増加し，

セノマニアンーチユーロニアン期境界においては

有機炭素の最大の埋没期間中にピークの値に到達

している. もう一つのピークが ， w. 
αrchaeocretacea 帯と H. helvetica 帯の境界近く

で生じている. 1)13 値はチユーロニアン期には減

少している.それは，多分酸化と相当量の有機炭

素が海洋に戻ったことはもとより，セノマニアンー

チユーロニアン期の古海洋学的事変のために有機

炭素の埋没速度が減少したことを繁栄している.

チベットの例に見るように， 1)13 C と有機炭素

含有量の変動が世界の主要な海洋で生じた.すべ

ての地球上の海洋の水塊がある一瞬といえども無

酸素になったという意味ではないが，上に論じた

1)13 C シグナルの強度，地球規模の分布，限られ
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スペイン北部オラザグティア採石場における
コニアシアンーサン卜ニアン階境界:

生物事変，化石層序，及び安定同位体の記録*

Marcos A. Lamolda l), Mihaela C. Melinte2) and 
Christopher R. C. PauP) 

スペイン北部のオラザグティアにある採石場で

はコニアシアンーサントニアン階境界を挟んで，

化石が豊富で，一様な泥灰質チョークの厚い堆積

物が連続的に露出している.研究したセクション

は Cladoceramus undulatoρlicatus (Roemer) 

の初出によって示される階境界のおよそ 19m下

から 19m上までである.安定同位体サンプルは

およそ 1m間隔で・採集した;微化石とナノ化石サ

ンプルはおよそ 2m間隔で採集した.

安定同位体分析のサンプルは，一晩乾燥の後，

粉末にして 3mgのサプサンプルを，有機物を除

去するために低圧プラズマ・オープン中で 4 時

間ローストした.二酸化炭素は粉末試料に 100 % 

無水リン酸 2mlを加えて50 0Cの恒温槽中で少な

くとも 3 時間反応させた後採取した.酸分別係

数として1.00928を用いた.試料は NBS19を用

いて換算し， PDB 標準試料に対する千分率偏差

で表示した.サンプル再現性は酸素・炭素ともに

0.1 施。よりよい.

ナノ化石・有孔虫ともに標準的な準定量的前処

理に従った，例えば，ナノ化石はスメア・スライ

ド上にカナダパルサムで封入し，偏光顕微鏡によ

り 1600倍で観察した.準定量的分析は，各スラ

イド上で，長辺方向に250-300個体を計数する

事により実施された.ナノ植物群の保存は中庸乃

至良好である. 2-3 個体だけが過剰成長乃至溶

解の証拠を示しただけなので，種の同定は特別妨

'The Coniacian-Santonian boundary at the Olazaguｭ
tia Quarry, northern Spain: bioevents. biostratiｭ
graphy and stable isotope record 
日マルコス・ラモルダ，スペイン，ベイス・パスコ大学
理学部
剖ミハエラ・メリンテ，スペイン，ロマニエイ地質学研
究所
回クリストファー・ポール，連合王国， リパプール大学
2000年 5 月 31 日受付. 2000年 6 月 10日受理

げられることはなかった.群集は45-55分類群

程度の多様性を示している.石灰質ナノ化石及び

浮遊性有孔虫群集の予察的研究 (Lamolda et al.. 

1999) により， 浮遊性有孔虫 Dicarinella

asymetrica 及び Sigalia caゆatica 帯の基底近く

の Cladoceramus undulatoρlicatus (Roemer) 

の初出によって定義される境界を定めることがで

きた.次のような生物事変の相次ぐ発生:

Lithωtrinus grillii Strandner の初出， Calωli・

tes ovalis-obscurus の初出 ， Micula concava 

(Strander) Burkry の初出 ， D. asymetrica 

(Sigal)の初出， S. caゆatica Salaj & Samuel 

の初出， Arkhangelskiella etmophora Bukry の

初出，がコニアシアンーサントニアン階の推移部

を特徴づけている.特にオラザグティアにおいて

は， C. undulatoPlicatus の初出が C. ovalis-obstｭ

usus, L. grillii Luc必norhabdus ex gr. cayeuxii 

の初出の上で，浮遊性有孔虫 D. asymetrica の初

出の下にある.

炭素同位体値は最大値+3.05 児。(サンプル 2)

から +2.閲覧。(サンプル45) まで 1-2 の僅か

な変動を伴い漸進的・連続的に減少を示している

(図 1).特に ， Cladoceramus undulatoρlicatus 

の初出の直下の 4 サンプルで2.98 %0から 2.71 施。

へ比較的大きな低下がある.このレベルより上で

は，次の 4 サンプルの聞に値は再び~2.91 施。に向

かつて増加する.

酸素の値は同じ区間で-2.26 %。から -2.84 施。

の間にあり，上位層準に向かつてより負の値に向

かう弱い傾向がある . Cladoceramus undulato・

plicatus の初出の直下により負の値がある.

Jenkyns et al. (1994) はイングランド南部

とイタリーの上部白E系について長期にわたる安

定同位体曲線を出版した.これらは，これまで出
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図1.オラザグティア採石場のセノマニアンーチユーロニアン階境界セクションで得られた酸素同位体比(左)
炭素同位体比(右)変動曲線.

版されたものの中では我々の結果と比較するのに，

多分最適の曲線である.イングランドでは炭素同

位体値はコニアシアン階中部のピークからサント

ニアン階中部の最小値まで， 1 または 2 回の短い

逆現象を伴い，減少する.イタリーでも同様に，

炭素同位体値は同じ区間で減少するが，大型化石

から推定されたコニアシアンーサントニアン階境

界に隣接するところでより顕著な低下を示してい

る(微化石から推定される境界はより下位である).

Jenkyns et al. (1 994, fig. 11) はプリテン島と

イタリーの聞の最適の対比として炭素同位体比の

スムーシングをかけた曲線を用いた.この対比は，

炭素同位体値がコニアシアンーサントニアン階境

界をまたいで減少することを示している.

イングランドとイタリーの酸素同位体曲線は遥

かにノイズが多く，コニアシアンーサントニアン

階境界をまたいで殆ど増加しない程度の全体傾向

である.その変動と傾向の違いは多分酸素同位体

比は炭素同位体比よりも続成作用によって遥かに

容易に影響を受けることによる CMarshall，

1992). 

全体として，炭素・酸素安定同位体はコニアシ
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アンーサントニアン階境界を同定するのに確実に

使える意味ある曲線を示さない.にもかかわらず，

炭素同位体値の幅広い傾向はイングランド南部と

イタリーで同じであり， Jenkyns et al. (1994) 

が論証したように，移動平均した炭素同位体比曲

線は対比に用いることができる.化石層序学的デー

タと一緒に用いると (Lamolda et al., 1999) , 
炭素同位体曲線は地球規模の対比の精度を上げる

のに役立つ. (著者の了解を得て平野弘道訳)
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炭素循環に支配された白E紀から現在までの造礁生物の進化*

中森 亨1)・井龍康文1)

はじめに

長い地質時代の中でも白亜紀は特異な時代であ

る.地球内部の活動は非常に活発になり，大規模

なマントルプリュームが上昇したと言われている.

その結果，オントンジャワ海台などの巨大火山岩

地域 (LIPs) で多量の玄武岩溶岩が噴出し，海

洋プレートの生産速度も現在の1.5- 2 倍に達し

た.活発な火成活動は地球大気にも大きな影響を

与え，大気二酸化炭素濃度は約 5 倍であったと

推定されている (Tajika， 1998など).当時の地

球平均気温は22 0C に達し，現在よりも約6 0C高

かった (Tajika， 1998). また，炭酸塩岩堆積速

度も非常に早くなり，大陸棚では膨大な量の石灰

岩が堆積した.一方，第四紀は寒冷な時代であり，

白亜紀から現在までの気候変動は，温室期から氷

室期への移行の典型的な例である.

'Evolution of reef biota from Cretaceous to present 
in relation to carbon cycle 
1>Toru Nakamori and Yasufumi Iryu，東北大学大学
院理学研究科
2000年 5 月 31 日受付， 2000年 6 月 10日受理

それでは，白亜紀から現在まで期間のように約

1 億 4 千万年におよぶ長い時間スケールの気候変

動は，どのようなメカニズムによって支配されて

いるのであろうか.現在までに様々なシナリオが

提唱されてきたが，その中でも BLAG モデルに

代表される物質循環モデルが理解しやすく，支持

者も多い.物質循環モデルは，次の式 (Urey 反

応)で表される化学風化を基礎とする.

CaSiOa+C O2+ H20 • CaCOa+Si02 + H20 

この式は，地表における二酸化炭素によるケイ酸

塩岩の風化により炭酸カルシウムと二酸化ケイ素

を生じることを表している. この反応によって大

気二酸化炭素が消費され，減少することが重要で

ある.すなわち，白亜紀に火成活動が活発になれ

ば，最終的に多くの石灰岩が堆積することが予想

され，実際のデータと良く一致する.また，気温

や海水の化学成分などの古気候に関連する様々な

現象も説明できる.

生物礁の消長を観察すると，顕生代には 6 つ

のサイクルが認められ，白E紀と現在に発達した

礁はそれぞれ第 5 と第 6 サイクルに相当する
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(Copper. 1988). この期聞に主な造礁生物は，

カイメン・シアノノぜクテリア (Berriasian 

-Aptian) から厚歯二枚貝 (Aptian-Maas・

trichtian) を経て，造礁サンゴ・サボテングサ・

サンゴモ (Paleocene-present) へと大きく変

遷したが，これはどのような機構に基づくのであ

ろうか.この論文では，実際の地質学的データと

物質循環モデルを基に白亜紀から現在までの炭酸

塩フラックスを推定する.また，造礁生物の石灰

化の部位と石灰化機構を文献より整理し，石灰化

速度との関連を検討する.

炭酸塩フラックス

白亜紀から現在までの炭酸塩フラックスは. 2 

つの方法に基づ‘いて推定した.一つは，実際の地

質図などの地質学的な情報と DSDP や ODP によっ

て得られた値で，大陸棚，大陸棚斜面，深海底で

の堆積速度の合計である (Opdyke and 

Wilkinson. 1988). もう一つは，物質循環モデ

ルに基づき計算したモデルフラックスである

(Nakamori. in press). 計算に使用したボック

スは. Berner (1 991) の GEOCARB に従い大

気海洋・有機炭素・炭酸塩の 3 つである.また，

当時の海洋の炭素同位体比を境界条件として用い

た.ただし，炭酸塩フラックスは化学風化量，す

なわち大気海洋ボックスから炭酸塩ボックスへの

析出量より炭酸塩ボックスから大気海洋ボックス

への溶解量を減じたものである.

実際の炭酸塩堆積速度は，白亜紀初期 (22X

1018 molesjm.y.) から現在 (15 X 1018 

molesjm.y.) に向かつて大局的には遅くなる傾

向にあることが判明した.また，前期白亜紀の初

め (Berriasian-Valanginian) • 後期白亜紀
(Cenomanian -Campanian) .始新世，後期中

新世には堆積速度のわずかな上昇が，前期白亜紀

の終わり (Aptian. Albian). 暁新世，前期中新

世にはわずかな低下が認められる.一方，炭酸塩

のモデルフラックスも現在に向かつて一般に減少

し，これは実際の堆積速度の変化と良く一致する.

また，両方のフラックスの大きさもほぼ等しい.

ただし，前期白亜紀のモデルフラックスは，同じ

時代の実際の堆積速度よりもかなり小さい.
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気候と農酸塩堆積環境

以上の結果をまとめると，白亜紀から現在まで

の気候と炭酸塩の堆積環境は大きく 3 つに区分

できる.すなわち，前期白亜紀の初め (Berriasi

an-Aptian). 前期白亜紀の終わり~後期白亜紀

(Aptian -Maastrich tian) .新生代であり，それ

ぞれ高温，温暖，寒冷な気候で特徴づけられる.

高温期には炭酸塩鉱物が非常に析出しやすく，多

量の炭酸塩岩が堆積した.温暖期には炭酸塩の析

出しやすさは中程度であり，やはり多量の炭酸塩

岩が堆積した.一方，寒冷期には炭酸塩が相対的

に析出しにくく，堆積量も少なかったことが推定

される.また，高温期には海水準が相対的に高く，

大陸棚上の堆積空間 (accomodation space) が

拡大した.それに対して，寒冷期には海水準が低

く，堆積空間が狭まった.

生物礁の消長

生物礁は，一般に浅海に発達し，海水準の高い

時期に世界中に広まる傾向がある.これは，この

時期に海水温も高くなり，温暖化することと深く

関連している.また，長期的な海水準変動が海洋

底の拡大速度と直接関連していると仮定すると，

前項で述べた理由により生物礁堆積物は高海水準

期に厚く蓄積する可能性がある.白亜紀から現在

までの期間においては，後期白亜紀の高海水準時

に厚歯二枚貝の礁が形成された.また，始新世と

中新世には，造礁サンゴとサンゴモの礁が大発展

した.これらは，寒冷期である新生代の中では，

その前後の時代に比べて海面が高く温暖な時期に

相当する.

礁を作る生物種の消長は，炭酸塩骨格の形成場

所とメカニズムの観点から，次のように説明でき

る可能性がある(lryu and Yamada. 1999). 高

温期には，造礁サンゴや厚歯二枚貝も生息してい

たが， シアノバクテリア起源の堆積物

(micro biali tes と oncoids) が多量に形成された.

シアノバクテリアの石灰化は細胞外の粘液層中で

おこる.続く温暖期には厚歯二枚貝類が世界中で

礁を形成した.この二枚貝は，細胞外ではあるが，

生体内部の閉じられた空間の中に骨格を作った.
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また，厚歯二枚貝の軟組織に共生藻類がいた可能

性もあり，その場合には光合成によって，石灰化

を促進した可能性がある.寒冷期には細胞外であ

るが，組織内に骨格を作る造礁サンゴと石灰化し

た細胞壁を有するサンゴモが車越した.これらの

造礁生物は，共生藻類または自らの光合成によっ

て石灰化を促進している.すなわち，石灰化の容

易な時期には聞いた空間に骨格を析出させる造礁

生物が，石灰化の困難な時期には細胞内や生体内

部の閉鎖空間で光合成の力を借りて骨格を作るこ

とのできるものが栄えた可能性がある.
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|国際会議報告|

北京原人第 1 号頭骨発見70周年記念古人類学国際シンポジウム*

河村善也** 

1. はじめに

北京の西郊，周口店 (Choukoutien=Zhou

koudian) の周辺にある石灰岩の採石場には脊椎

動物化石を含む洞窟・裂鱒堆積物があちこちにあっ

て，地元の人々は，そのような化石を古くから漢

方薬の原料の「龍骨」として掘り出していた.こ

のような「龍骨」に注目したスウェーデンの地質

学者]. G. Andersson が，初めてここを訪れた

のは 1918 年のことである. 1921 年になって，

彼は周口店駅のすぐ西の龍骨山 (Longgushan)

と呼ばれる小丘にある巨大な洞窟を埋めた堆積物

に多量の脊椎動物化石が含まれていることを知り，

当時中国に派遣されていたオーストリアの古生物

学者 O. Zdansky にこの場所の発掘をすすめた.

この場所がのちに周口店第1地点 (Locality 1 of 

Choukoutien) と呼ばれ，多くの北京原人の化

石を産出した場所である. Zdansky はこの年と

1923 年に発掘を行い，この地点から多くの化石

を得たが，それらの化石の整理中に 2 個の人類

の臼歯を発見した.彼はのちにそれらの臼歯を?

Homo sp. として報告した (Zdansky， 1927). こ

の発見が契機となって， 1927 年からはアメリカ

のロックフエラー財団の資金援助によって，本格

的な発掘調査が行われることになり， 1927年 2

月には，さらに 1 個の人類の臼歯化石が発見さ

れた.この化石は，当時北京協和医学院の解剖学

科主任であったカナダの人類学者 D. Black によっ

て詳しく研究されることになった.彼は，この化

• International Symposium on Palaeoanthropology 
in Commemoration of the 70th Anniversary of the 
Discovery of the First Skull of Peking Man at 
Zhoukoudian 
日Yoshinari Kawamura 愛知教育大学地学教室
2000年 2 月 22 日受付， 2000年 4 月 18日受理

石と Zdansky の発見した 2 個の化石をもとにヒ

ト科の新属 Sinanthroρus を提唱し (Black, 

1927) , この属を構成する種 S. pekinensis が北

京原人の学名となったのである. しかし，この学

名は現在では Homo erecωs のシノニムと考えら

れるようになっている. 1929 年の 4 月になると，

周口店産化石の研究を中心に中国の新生代の地質

学，古生物学，古人類学を専門に研究する「新生

代研究室 (Cenozoic Research Laboratory) J 

が中国地質調査所に設置された.そのようなこと

もあって，周口店の発掘調査と産由化石の研究は

さらに活発に行われるようになり，その年の 12

月 2 日にはついに第 l 地点の発掘現場で，中国

の古生物学者蓑文中 (Pei W. C.) によって保存
のよい北京原人の第 l 号頭骨化石が発見された

のである.

この発見から 70周年にあたる 1999年の 10月 12

日 -16日に中国科学院古脊椎動物古人類研究所

CInstitute of Vertebrate Paleontology and 

Paleoanthropology, Academia Sinica :以下
IVPP と略す)を主な会場として，今回の国際シ

ンポジウムが行われた(図 1，写真 1). IVPP は，

上に述べた「新生代研究室」を母体として戦後に

設置された研究所で，中国の古脊椎動物学，古人

類学， I日石器考古学の中心的研究機関である.今

回のシンポジウムも，この研究所のスタッフによっ

て運営された.

今回のシンポジウムは古人類学とそれに関連す

る旧石器文化，生層序，年代，第四紀の古環境を

メインテーマとしている.筆者は東アジアの第四

紀晴乳類化石を主な研究テーマとし，以前から周

口店動物群など中国の更新世人類化石に伴う動物

群に興味をもっていて， IVPP の多くのスタッフ
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図 1 .今回のシンポジウムのシンボルマーク.

ZKD は周口店 Zhou-kou-dian の略.

とも親交があったので， このシンポジウムに参加

することにした. 筆者の中国渡航はこれで 5 回

目になるが，今回もシンポジウみのついでに，

IVPP をはじめ中国科学院動物研究所や天津自然

博物館で標本調査を行ってきた.

2. 参加者の登録

今回のシンポジウムは 7 階建ての IVPP のビ

ルの I 階の 2 部屋(ホール 1 とホール 2) を使っ

て行われた.参加者の登録はシンポジウムの始ま

る前日の 10月 11 日にホール 2 で行われたが， こ

の日より後に登録した人もかなりいたようである.

シンポジウム後に実行委員会の董顕 (Dong Wei) 

写真 1 .中国科学院古脊椎動物古人類研究所(iVPP).
展示施設である中国古動物館がこの建物に併
設されている(右側の手前に張り出した部分). 
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博士からもらった資料と筆者自身の得た情報によ

ると，最終的な登録者数は97名で，その国別の

内訳は中国22名， 日本 15名， フランス 14名，ア

メリカ 12名，カナダ 8 名，インドネシア 6 名，

ドイツ 4 名，イギリス 2 名，スイス 2 名，オー

ス卜リア 2 名，スペイン 1 名，ベルギー l 名，

チェコ l 名，スロベニア l 名，ポーランド l 名，

ノルウェー l 名，イスラエル l 名，インド l 名，

韓国 l 名，ブラジル l 名である.なお， この数

には IVPP のスタッフはほとんど入っていないの

で，実際の参加者は優に 100名を越えるであろう.

登録した人には，その場で要旨集 (5 十 106 ペ ー

ジ)と最終的なプログラム，それに下記の 3 冊

の本が手渡された.

l 貰蘭披(主編) ， 1999. 周口店記事(1927一

1937). 152p. 上海科学技術出版社

2. 呉汝康 ・呉新智(主編)， 1999_ 中国古人

類遺祉. 307p. 上海科技教育出版社

3. 林聖龍・呉新智， 1998. 遠古人類的家園.

周口店北京猿人遺祉 119p. 中国大百科全

書出版社

このうち l は戦前の 1927年から 1937年に，周

口店で撮影された多数の写真を集めた写真集で，

当時の周口店の風景や発掘の様子，発掘関係者の

姿が非常によくわかる.こ の時期の発掘の成果は，

多くのモノグラフや論文として中国古生物誌

(Palaeontologia Sinica) ゃ中園地質学会誌

(Bulletin of the Geological Society of China) 

などの学術雑誌に掲載されているが，それらから

は十分にわからない当時の発掘の「生」の様子が

伝わってくるようで，筆者にはこの本は非常に興

味深かった.

3. シンポジウム

シンポジウムの初日の朝は， IVPP の近くにあ

る宿舎のホテルからパスで，天安門前にある人民

大会堂に向かった.その一室で今回のシンポジウ

ムの開会式が行われたからである.開会式では中

国政府や北京市の要人，中国科学院院長や IVPP

所長など多くの人々がひな壇に列席し，それぞれ

が挨拶を行った(写真 2). ひな壇には戦前から

周口店発掘に携わり，現在は90歳を越える高齢
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写真 2. 人民大会堂で行われた開会式，左から 3 人目
が責蘭披氏.

となった責蘭披(Jia Lanpo) 氏の姿もあった.

シンポジウムの前に日本のマスコミで，今回のシ

ンポジウムの際に買蘭坂氏から「北京原人化石行

方不明事件」についての新事実が発表されるとの

ニュースが流れたので，日本のマスコミ関係者も

会場に来ていたが， ここではそのような発表はな

く，筆者の知っている限りではシンポジウム期間

中にもそのような発表はなかったと思う.

シンポジウム参加者は開会式終了後，パスで

IVPP の向かいにある西苑飯店 (Xiyuan Hotel) 

へ行き，そこで行われた歓迎パーティーに出席し

た .

午後は， IVPP の北側入口でこのビル内に新設

された古人類の展示室(樹華古人類館)の開館式

が行われた. IVPP のビルには，これまで恐竜な

どの多くの脊椎動物化石を展示した中国古動物館

という展示スペースが併設されていて， 一般に公

開されていたが(写真1)，古人類に関する専用

の展示室はなかった.そこで，今回のシンポジウ

ムに合わせて，香港の実業家の樹華 (Shuhua)

氏の寄付をもとに古人類の展示室が作られたとい

うことであった.開館式の後，参加者は自由にこ

の展示室を見学することができた.

その後， シンポジウム参加者はホール l に集

まって，基調講演を聞いた.それにはモンスーン

の歴史と人類の起源に関するもの，中国の20世

紀の古人類学研究についてのもの，ユーラシアの

Homo erectus の均一性と多様性に関するもの，
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中国，韓国，インドの旧石器に関するもの， ジャ

ワの人類化石に関するものがあった.

翌日月 13 日は，一般の研究発表が 2 つの部屋

で並行して行われた.プログラムをもとにその概

要をまとめると，次のようになる.

ホール l の午前の分科会のテーマは「各大陸

での最古の人類の兆候j，ホール 2 の午前の分科

会のテーマは「年代学と層序学j，ホール I の午

後の分科会のテーマは iHomo erectus の形態と

系統および進化j，ホール 2 の午後の分科会のテー

マは「前期旧石器文化」で，それぞれの分科会で

各 10 題ほどの口頭発表が行われた.また，ホー

ル l の後部に設けられたポスタ ー掲示板を使っ

て， 10題ほどのポスター発表が行われた. これ

らのうち，日本人参加者による発表には次のもの

があった.

( Baba, H., Aziz, F. and Narasaki, S.: Restoｭ

ration of the face of Javanese Homo 

erectus Sangiran 17 and reevaluation of 

regional continuity in Australasia. 

( Baba, H., Aziz, F., Narasaki, S., Sudijono, 

Kaifu , Y., Suprijo, A., Hyodo, M., Susanto, 

E. E. and Jacob, T. : Finding of a fossil 

hominid lower left incisor during the 1997 

excavation at Sangiran, Central Java. 

( Matsu'ura, S., Kondo, M., Aziz, F., Sudiｭ

jono, Narasaki, S. and Watanabe, N. : Recｭ

ognition of the first tibial specimen of 

‘Java Man'. 

( Soda, T. and Sugiyama, S.: Tephrochro・

nological study on the Lower Paleolithic 

Culture of Takamori and Kamitakamori 

sites, Northeast Japan. 

翌 10月 14 日は，一日中“Mid-conference exｭ

cursion" ということで，参加者の多くは IVPP

のスタッフの案内で北京市内観光と博物館見学に

出かけたが，筆者は IVPP に残って標本室と研究

室で一日中化石標本の調査を行った.

翌 10月 15 日は 13 日と同様， IVPP の 2 つの部

屋で一般研究発表が行われた.プログラムから，

その概要をまとめると，ホール l の午前の分科

会では iHomo saρiens の形態と系統および進化」
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というテーマで，ホール 2 の午前の分科会では

「中・後期旧石器文化」というテーマで，ホール

l の午後の分科会では「先史時代人類の行動」と

いうテーマで， ホール 2 の午後の分科会では

「タフォノミー，古環境，古動物相」というテー

マで口頭発表が行われた.各分科会の発表数はそ

れぞれ 10題前後で，合計40題程度の発表が行わ

れた . また， 13 日と同じ場所で，やはり 10題ほ

どのポスター発表が行われた. これらのうち，日

本人参加者による発表には次のようなものがある.

( Kawamura, Y. and Taruno, H.: Immigraｭ

tion of mammals into Japan during the 

Quaternary, with comments on land or ice 

bridge formation enabled human immiｭ

gration. 

( >\:umai, H. and Nojiriko Excavation Reｭ

search Group Paleoenvironment surｭ

rounding the paleolithic culture in Japan 

-a case study on Nojiri-ko culture during 

the Last glacial stage-. 

( Matsufuji, K. : The origin and developｭ

ment of blade industries in East Asia. 

( Sagawa, M. Comparative study on 

bifaces found at Baise in Guangxi. 

( Sato, H. : Recent researches about Midｭ

dle Palaeolithic Culture in South-west 

Japan. 

( Yokoyama, Y., Kajiwara, H., Kamada, T. 

and Fujimura, S.: The Old Lithic artifact 

in Japan-The Kamitakamori site. 

分科会終了後，人類学者 D. Black が遣したフィ

ルムをもとに編集されたビデオを1. Cormack 女

史の解説付きで見る会が，ホール 1 で催された.

戦前の周口店とその周辺の風景，化石産地での発

掘風景， 北京原人頭骨のクリーニングの様子など

が動く映像として映し出された. このような映像

が遣されていたことには大いに驚かされたが，周

口店を何度も訪れたことのある筆者にと っ ては，

現在の周口店と映像に写っている当時の周口店の

違いの大きさには目を見張るものがあった.

翌日月 1 6 日には， I周口店の北京原人遺跡の研

究史」というテーマで現地討論会が予定されてい
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たので， 参加者はホテルからパスで周口店へ向かっ

た. 筆者が最初に周口店を訪れた 1983 年には北

京の中心のホテ Jレを朝タクシーで出て周口店に着

いたのはお昼前だ っ たと記憶している . 今は周口

店に近い房山 (Fangshan) を高速道路が通って

いるので，それを利用すると 1 時間ほどで周口

店に着く.周口店に着いたシンポジウムの参加者

は，周口店追跡としてユネスコの世界文化遺産に

も指定されている龍骨山一帯と，そこにある「周

口店遺祉博物館」を自由に見学した.龍骨山には，

遊歩道が整備されていて，博物館の手前から第 l

地点上方にある山頂洞(Upper Cave) へ登り，

そこから第 3 地点，第 15地点，第 4 地点を巡っ

て，最後に鵠子洞 (Gezdong) と第 I 地点を見

てもと の場所に戻るのに ， 1 時間もあれば十分で

ある(写真 3). 博物館の裏には，周口店ばかり

か中国の脊椎動物化石の研究に偉大な貢献をした

楊鍾健 (Young C. C.) と輩文中の墓があり， シ

ンポジウム参加者はそこでしばし先人の偉業を偲

写真 3 現在の周口店第l地点. 発掘が始まる前は，正
面の崖の頂上よりさらに上まで堆積物で埋まっ

ていた.
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んだ.

これらの見学が終わった後，参加者は博物館手

前の建物にある会議室に集まって 6 題の講演を

聞いた.これらの講演はすべて戦前の周口店の研

究に貢献した研究者をテーマとしたものであった.

取り上げられた研究者は，蓑文中， D. Black，丁

文江，翁文瀬，楊鍾健， P. Teilhard de Chardin, 

F. Weidenreich であった.講演終了後，今回の

シンポジウムの閉会の挨拶があり，参加者はこの

部匡を出て，博物館前で記念撮影をした.そのあ

とパスに乗って，全員が近くのレストランで遅め

の昼食をとり，またパスに乗って IVPP の近くの

ホテルに戻ったのが午後 4 時頃であった.

4. 巡検

今回のシンポジウムの前後に，中国の主要な更

新世人類遺跡の見学を主な目的とした巡検が次の

5 コースで企画された.筆者は残念ながらどの巡

検にも参加しなかったので，シンポジウム実行委

員会から受け取った資料をもとにその概要を述べ

る.

コース 1 :陳西省，山西省の遺跡を巡るコー

スで， Homo erecωs の化石を出土した前・

中期更新世の藍田 (Lantian) 遺跡，古型の

Homo sapiens の化石を産出した大蕩

(Dali) 遺跡や丁村 (Dingcun) 遺跡，およ

び新石器時代の半披 (Banpo) 遺跡とその

博物館，さらに秦の始皇帝陵を見学する.期

聞は10月 7 日 -11 日.

コース 2 :河北省泥河湾 (Nihewan) 盆地を

巡るコース.ここは中国北部の後期鮮新世~

前期更新世の代表的な晴乳類化石産地と

して有名な場所で，その時期の石器が出土

する東谷地 (Donggutuo) 遺跡や小長梁

(Xiaochanglian) 遺跡が知られている.

また，付近には後期更新世の人類化石や石

器を出土する許家寄 (Xujiayao) や虎頭梁

(H u touliang) といった遺跡もあり，それら

を主に見学する.期間は10月 8 日 -11 日.

コース 3 :四川省の龍骨披 (Longgupo) 遺跡

と長江上流の峡谷および重慶自然博物館を見

学するコース.龍骨披遺跡、は 1984年に発見
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された‘洞窟遺跡で， I亙山人 (Wushan Man)J 

と呼ばれる Homo erectus の化石や石器，晴

乳類化石を産出したとされる.期間は 10月

17 日 -24 日.

コース 4 :広西壮族自治区の百色 (Baise) 盆

地の特徴的な醸器を出土する遺跡と，貴州省

盤県 (Panxian) にあって古型の Homo

sapiens の化石と石器，晴乳類化石を産出し，

中期~後期更新世とされる調窟遺跡の大綱

(Dadong) 遺跡を巡るコースである.期間

は10月 17 日 -24 日.

コース 5 :江蘇省と安徽省の遺跡を主に見学

するコースで，訪れるのは湯山 (Tang

shan) 遺跡，和県 (Hexian) 遺跡，巣県

(Chaoxian) 遺跡，繁昌 (Fanchang) 遺跡

である.これらはすべて洞窟遺跡であるが，

このうち最初の 3 つの遺跡は中期更新世の

人類化石 (Homo erectus あるいは古型の H.

sゅiens) と晴乳類化石が産出し，最後の遺

跡は前期更新世の石器と晴乳類化石を産出し

たとされている.期間は10月 17 日 -24 日.

これらの巡検コースは中国の代表的な更新世人

類化石ゃ石器，晴乳類化石の出土地を訪れ，化石

や遺物の産出地点や産出層を直接見ることができ

るという点で，いずれもたいへん魅力的なコース

であったが，参加費が高かったためか，参加者が

全般に少なく， コース 3 と 4 の巡検は中止され

たと聞いている.

5. あとがき

今回のシンポジウムの成果は， 2000 年後半に

Tsinghua CD Publishing Center から人類学学

報第四巻特別号 (Supplementary issue of the 

19th volume of Acta Anthropologica Sinica) 

として出版される予定とのことである.今回，筆

者はこのシンポジウムに参加して，中国を中心と

したユーラシアの更新世人類化石とそれに伴う遺

物，それらを取りまく自然環境についての最新の

研究結果を知ることができ，たいへん有意義であっ

たと思う.筆者らの晴乳類化石のデータをもとに

した鮮新世以降の日本と大陸の陸橋・氷橋形成モ

デルと日本列島への人類の移入モデルについての
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研究発表にも何人かの外国人研究者が興味を示し，

彼らと意見交換ができたことも一つの成果で・あっ

た.また，周口店遺跡とその研究史についての筆

者の理解も，今回さらに一層深まったと思う.周

口店とそれに関連する第四紀の化石を研究する部

門として， IVPP 内には現在，周口店国際古人類

研究センター CZhoukoudian International 

Paleoanthropological Research Center) が設

置されている.このセンターはその目的から現代

版「新生代研究室」のようなもので，そこの主任

が金昌柱(Jin Chang-zhu) 博士である.彼は日

本に 3 年間滞在し，筆者の研究指導を受け，中

国北部の鮮新世~更新世の小型晴乳類化石の研究

で博士の学位を取得した人である. IVPP の数多

くの研究者の中で，日本で博士の学位を取得した

のはおそらく彼一人で，日本語の会話能力も彼が

一番上であろう.日本の脊椎動物化石を研究する

上で，中国産の化石との比較は不可欠であるが，

これまでは，そのような比較が必ずしも十分に行

われてきたとは言い難い. IVPP に日本の事情を

よく知っていて，日本語を十分に話せる人がいて
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くれることは何とも心強いことである.読者の中

で今後，中国の脊椎動物化石や周口店に興味を持

たれる方がおられたら，彼に連絡を取られたらよ

いと思う.周口店や北京原人に関しても，日中間

には過去にいろいろな歴史があったようだが，筆

者はこのような形での交流を粘り強く続け，日中

両国の脊椎動物化石研究の発展に少しでも貢献で

きたらと願っている.

なお，今回のシンポジウム参加と中国での標本

調査の費用の一部には，文部省科学研究費補助金

基盤研究侶，)(2) C代表:東北大学大学院医学系研究

科百々幸雄教授，課題番号: 10440253) を使わ

せていただいた.関係者にお礼申し上げたい.

引用文献

Black, D., 1927. On a lower molar hominid tpoth 

from the Chou Kou Tien deposit. Palaeont. Si'fl.ica, 

Ser. D, 7, fasc. 1, 1-29. 
Zdansky, 0., 1927. Preliminary notice on two teeth 
of a hominid from a cave in Chihli (China). Bull. 

Geol. Soc. China, 5, 281-284, pl. 1 
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|追悼|

橋本亙名誉会員を悼む

日本古生物学会は漏酒な大正リベラリス卜の会

員をまた一人失った.まさに痛恨の極みである.

名誉会員東京教育大学名誉教授橋本 亙先生は，

平成 1 2年 5 月 1 5 日薬石効なく胆管癌のため不帰

の客となった.最愛の令夫人と家族に看とられな

がらの安らかな旅立ちであったと伺っている.

先生は 1 9 11年 8 月 1 0 日，明治最後の44年に北

海道小樽に生を受けた.長じて東京の成陵高等学

校(旧制)で受けた薫育で地質学古生物学への興

味が芽生え， 1932年東北帝国大学理学部地質学

古生物学教室の矢部長克教授の門戸を叩く . 同級

生には浅野 清，畑井小虎両博士を始め逸材がひ

しめいていたとのことである.卒論は郷里の北海

道で，当時は暖昧模糊としていた空知層群の層序

猪郷久義

と地質構造で，夕張山脈の主峰，夕張岳 ・ 芦別岳

が連なる富良野盆地西壁をつくる山地を抜渉し，

野営をしながらの野外調査に明け暮れた.先生の

field geologist としての卓越した才能は，すで

にこの時点で芽生えたと推察される. 1 935年卒

業後は鉱山会社などのコンサルタン ト 等を経て，

1 937年から 2 年間は米国資本の Dulungan Minｭ

ing Co. に就職，フィリッピンに駐在して金属鉱

床や石油鉱床の探査に携わった. さらに ， 時制暗

雲の立ちこめるなか東亜研究所やメキシ コ の石油

会社に転職し，石油地質技師として活躍する.ほ

どなく先生は太平洋戦争の渦中に巻き込まれ，帝

国海軍燃料廠軍属としてインドネシアなどの油田

開発に徴用され，ハンマーを携えての「報国挺身」

を余儀無くさせられた. このように大学卒業後

1 0年間は南船北馬，席不暇暖であったが，生来

の聡明に加え研究熱心で博覧強記にますます磨き

がかかり ， すでに百才の持ち主であったと聞く.

1 945年終戦で小樽に戻った先生は戦後の荒廃の

最中，地質コ ンサルタン卜として橋本地質研究所

を主宰し，北海道の地下資源探査や地域地質調査

に携わった. この間の蓄積が後年 「五万分の一地

質図幅 ・ 山部」など数点の図幅となり，さらに北

大の佐々保雄教授とともに編纂した広大な北海道

の大地全域を網羅した 「二十万分のー北海道地質

図， 1 958年」となって結実した.

1 954年先生は北海道中生界の層序 ・ 変形機構

などを地史学的に総轄し，学位論文とし北海道大

学から理学博士の学位を授与された.次いで

1956年に藤本治義教授の後継者として東京教育

大学教授に迎えられ，以来 1 974年の定年まで 18

年聞に亘り理学部地質学鉱物学教室で教育と研究

に携わる.この転身は長らく在野にあった先生に

とっては，すべて祝着とは言い難く心労も多かっ

たと推察する.特にその後半は大学紛争を始め多
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難な時期での大学の運営や移転にともなう筑波大

学の創設準備に忙殺された.先生は東京教育大学

定年退官後ただちに千葉大学理学部に迎えられ，

1976年まで短期間ではあったが応用地質学担当

教授として教鞭をとった.その後はK.K.資源コン

サルタントに勤務，石灰石資源開発などに従事す

るかたわらライフワークの東南アジア，特にフィ

リッピンの地質学的研究を続けた.先生の多才な

経歴とその聞の貢献については，すでに菅野三郎

先生が寄稿された「地質ニューズ」の追悼文に詳

細に述べられているのでここでは割愛し，いささ

か私事にわたる危慎があるが，私が先生と野外調

査を共にして感じたお人柄や，研究者としての真

撃な態度の一端を披露する.

先生は東京教育大学に赴任すると学部学生の進

級論文や卒業論文に北海道のフィールドを選び，

毎夏 2 ・ 3 のパーティーを編成した.私は当時

大学院博士課程に在学中であったが，このフィー

ルドパーティーの「助っ人J として徴用の栄に浴

したが「君は若いから蝦夷ドサ回り」を命ずると

のお達しであった.つまりアンモナイトなどを多

産する蝦夷層群や，層序の整然とした第三系の分

布地域ではなく，空知層群や日高層群などの先蝦

夷層群の分布地域であった.現地では先生はまず

山歩きに経験の乏しい学生に服装装備，草地や渓

流の歩き方，特に安全な・渡渉法，雨中での焚き火，

設営や炊事，渓流魚や山菜など食料調達法，熊の

遭遇を避ける秘法などさまざまな事を伝授してか

ら，懇切丁寧に地質調査法を指導した.私が最初

にお供をしたフィールドは空知の金山から狩勝峠，

現在金山ダムで水没している空知川沿いの山地で，

先生の学生時代の古戦場に隣接した地域であった.

翌年は樺戸山地の人跡稀な隈根尻山から神居尻山

にかけての奥地で，北海道独特の隈笹とプッシュ，

糠蚊とツタウルシに悩まされ続けた沢歩きと尾根

越えであった.同行の学生は皆音を上げたが，先

生は山蛇とハンマーを巧みに使い分け，詳細なルー

トマップを作りながら終止先障をきって進んだ.

月形炭鉱や当別といった明治の開拓時に樺戸集治

監で名の知れた町に辿り着いた時には，先生はく

たびれ果てた学生をしり目に深夜まで酒盛りを楽

しんだ.私はその後，渡島半島の西岸の寿都，島
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牧，江差の山地などにもお供をした.先生が私に

「蝦夷ドサ回り」を命じたのは，空知層群やその

基盤岩類から明瞭な三畳紀や古生代化石を探すこ

とにあった.先生のこの信念には不十分ではあっ

たがその時点のみならず，後年もなんとかお答え

ができた.

1962年からは周知のように小林貞一・鳥山隆

三両先生の主宰する東南アジア地質学古生物学研

究が始まり，インドネシアやフィリッピン通の先

生はメンパーの指導的立場の一員としてこのプロ

ジェクトに参加する.私はマレーシアやタイの古

生代化石の研究に参加させて頂いたので，先生と

同行したフィールドは意外と少なかった.しかし，

同行してきわめて印象的であったプロジェクトは，

カリマンタンの赤道直下，カプアス川上流域の偵

察大旅行で，当時院生だった栗原謙二・増田富士

雄両君も参加した.この調査はその頃再び注目を

集め始めた日本列島のチャート層の中生代時代論

で，古くからその関連性が指摘されていたダナオ

層チャートの解明であった.先生は現地人シェル

バを巧みに叱時激励しながら，目紛しく赤道上で

蛇行を繰り返すカプアスの上流域をサンパン(小

舟)で遡上し，さらにはジャングルを踏み分けて

ボルネオ奥地にまで達した.今にして思うと当時

先生は持病の糖尿が悪化していたようで，飲み水

の確保が大変難しいジャングルで咽の乾きを訴え，

足のむくみを嘆いておられたが，木の葉のように

揺れるサンパンの上からでも巧みにルートマップ

を作払夜はランプの下で地質図にまとめて行く

手際の良さに一同感嘆した.先生が分担した一連

の東南アジアの地質学・古生物学の研究プロジェ

クトは，一応の集結を見た 1984年まで続き Geo

logy and Palaeontology of Southeast Asia 25 

巻で完結した. しかし，その後も度々フィリッピ

ンを訪れてはその地質学・古生物学研究の進展を

まとめておられた.その大著の原稿は未完となっ

たが，先生は度々その出版の件で私に電話をかけ

てこられたが，結果的に何のお手伝いも出来なかっ

たのは真に心残りである.

古生物学者としての先生は，その抜群の記憶力

とあいまって蔵書家でもあり，多くの主要な文献

に眼を通していて学殖豊潤，あらゆる化石に精通
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しまさに「歩く古生物学事典」であった.特に学

生時代から関心の深かった中生代のハイドロゾア

や層孔虫類，アンモナイトやイノセラムスなどの

白亜紀化石，さらに石油地質学に関連した大型有

孔虫には極めて造詣が深かった.また日本古生物

学会に対する貢献であるが，先生は学会の表立つ

た役職に就任することは無かった. しかし，先生

が東京教育大学に赴任した頃の古生物学会は，学

会としての組織や役割分担が今日のように明確と

なっていなかったが，常務委員の重鎮として当時

の小林員一会長や高井冬二庶務を補佐し，学会の

運営に多大の貢献をした.後年日本古生物学会評

議員会は先生の長年に亘る学会への寄与に対し名

誉会員に推挙し，総会で満場一致で承認されその

労に敬意を表した.

さて先生はまさに自由主義者で，学生を一人前

の大人，学を志し真理を探究する同僚として対等

に扱い，野営をする長期の調査でも個人装備はす

べて自分で背負った.平素浮薄を戒め，信教・思

想のゴリ押しをする学生や組織にはあからさまな

嫌悪感を示した.名利や権謀を頑固なまでに嫌い，

教室の運営では話し合いを総てに優先させ「機が

熟す」がモットーで，私のような性急者には歯摩

いくらいであった.先生は指導学生を大学院に残

すことをむしろ嫌い，積極的に実業界に出ること

を薦めた.恐らく当時の教室の学問研究機関とし

ての雰囲気や風潮などに嫌悪感をもっておられた
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のと，大学が社会に果たすべき員の役割とを計か

られていたと思われる.このため先生の学問研究

の直系の後継者は皆無であったが，学部時代に薫

陶を受けた多くの優秀な学生がその後それぞれの

業界で重鎮となり，社会的な貢献を十分に果して

いることに，先生はひそかに誇りに思っていたと

推察する.私が最初にお目にかかった当時，先生

は他の多くの大学人とはひと味違い，服装や飲食

趣向は無論のこと日頃の持ち物まですべてに漏酒

であった.フィールドでよく御相伴させて頂いた

酒間では，先生はまさに酒仙の域で常に周囲に気

を配られての愉快な酔を深夜まで延々と楽しまれ

たが，宿酔など一度も見なかった.北海道にお供

をしたとき，とある昔なじみの部びた料亭でいさ

さか聞し召し突知お芸妓さんから三弦を借り受

け，玄人はだしの撮さぱきと渋いのどを披露する

という粋な面も持ち合わせておられた.先生は今

も何処かで静かに笑みをたたえ，盃を傾けながら

われわれ不肖の弟子どもに豊潤な話題の一端を語

りかけているような気がしてならない.その昔私

がある著名な老大家の悪口を言うと，先生は「人

の評価は本当のところはお棺の中に入った後でな

いと分らないよ」とたしなめられた.十分意を尽

くせない拙文となったが，御冥福を心から祈りつ

つ最後に「先生の88年に亘る一生は本当に立派

でしたJ と申し上げて摘筆する.
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学会記事

日本古生物学会定例評議員会

(1999-2000年度，第 3 回)議事要録

平成12年 6 月 23日樹 13: 30-17: 00 

場所:群馬県立自然史博物館会議室

出席者:森会長，長谷川，速水，平野，池谷，加

瀬，北里，間島，真鍋，野田，小笠原，

大路，大野，小津，斎藤，瀬戸口，棚部，

冨田，八尾

委任状:鎮西(→池谷)，糸魚川(→北里)，前田

(→大路)，小泉(→斎藤)，小畠(→森)

欠席:積田

書記:島本，生形庶務幹事

<報告事項>

1.常務委員会報告(北里)

庶務:①「インターアカデミーパネル2000年会

議および第8回アジア学術会議」の後援依頼があ

り，承認した.②IGCP Nos. 368, 411 , 440 と大

阪市立大学共催による国際シンポジウム「ロディ

ニア・ゴンドワナ超大陸の形成分裂とアジア大陸

の成長」への後援依頼があり，承認した.③

Ernst Mayr Library of the Museum of Comｭ

parative Zoology, Harvard Univ. から会員名簿

の請求があり，送付した.④川島書店から，福田

芳生著「生痕化石の世界」販売に関連して，古生

物学会の会員タッグ紙の有料頒布の依頼があり，

承諾した.⑤日本学術協力財団から学術研究団体

についての調査依頼があり，回答した.⑥日本学

術会議女性科学者環境改善の推進特別委員会より，

第18期会員推薦人および会員の推薦に当たって

の調査依頼があり，回答した.⑦日本工学会「第

13回学協会共通問題に関する討論会J，神奈川科

学技術アカデミーからの研究助成案内，地球化学

研究協会「三宅賞」および同研究助成の推薦依頼

についてホームページに掲載した.⑧学術会議か

ら科研費審査委員候補者の推薦書類を受取り，平

成13年度候補者を推薦した.⑨日本天文学会か

ら「国立大学・大学共同利用機関の独立行政法人

化問題に関する日本天文学会および日本学術会議

天文学研究連絡委員会の共同声明」が送付された.

⑩科学技術会議生命倫理委員会ヒトゲノム研究小

委員会から「ヒトゲノム研究に関する基本原則

(案)J の公表と意見募集についての案内があった.

渉外:①文部省定期刊行物助成金として5年間継

続の申請をしたのに対し，単年度(平成12年度)

90万円のみの助成が認められた.②平成13年度

科研費審査委員として， r層位・古生物J r地球化

学」の候補者をそれぞれ推薦した.会計: 2000 

年年会・総会(早稲田大学)の収支決算報告があっ

た(収入 1 ，231 ，350円，支出728，278円).行事:

①平成12年度科研費「研究成果公開発表 (B)J

が採択された.②2000年ショートコース「化石

と形態」が平成12年 4 月 21 日 -4 月 24日に東京

大学三崎臨海実習所で開催され， 33名の参加者

があった.会員:入会20名(普通20名)，退会13

名(普通11名，特別 2 名)，英文誌購読停止 l 名

の申し出があった.国際交流:①南アフリカ国立

Wa Setjhaba博物館より，化石 no. 62および no.

67以降が未着なので送ってほしい旨依頼があっ

た.②スペインの Micropaleontologia 誌の請求

書が送付されてきたが，現在確認作業中である.

③チェコ地質調査所より「化石」パックナンバー

寄贈の依頼があった.広報:①古生物学会のホー

ムページ (http://ammo.kueps.kyoto-u.ac.jp/

paleontj) へのアクセス件数が今年に入って伸び

ており， 5 月上旬現在で5000件を超えた.②京

都大学地鉱教室内のネットワークを改修し，完全

に 100BASE化した.これに伴い，学会ホームペー

ジの“ammo"サーバをマッキントッシュから
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UNIX マシンに変更し，アクセス速度を大幅に改

善することができた.なお，アドレスその他には

変更はなく，従来どおり利用可能である.③IPa

leontological ResearchJ と「化石」の目次と論

文要旨を学会ホームページに掲載し，キーワード

検索ができるように作業中である.友の会: I化

石J 67号と会費の請求書を会員に送付した.

2. 会員の入退会報告(平野)

前回の評議委員会以降， 20名の入会(岡本常

範，中島民治，岡本恵，鈴木敏彦，岩間譲司，

山田努，山岸悠，栗原憲一，上松佐知子，宮

原弘明，山本裕雄，横山芳春，寺下明広，田中美

穂，荒川洋平，松本涼子，笹沢教ー，加藤めぐみ，

楠橋直，河野虎雄児)， 1 名の逝去(橋本亙)，

13名の退会(安藤保二，早坂竜児，竹内孝也，

Soares Antonio F.，中世古幸次郎，西川誠，

高橋豊，若松尚則，新川直子，舘由紀子，三

好克幸，中田恒介，高木俊夫)， 1 名の欧文誌購

読停止(R. S. Taylor) があった. 現在，総会

員数は1092名(普通国内717，特別312，名誉15，

賛助7，普通海外41)，欧文誌購読12名である.

3. 編集状況報告

欧文誌(棚部) :①平成12年6月 21 日現在32編の

論文原稿を受け付けている(受理11，修正14，

査読 7 ).②Figure の番号様式を変更する.③

UNCOVER上での検索登録を完了した.④掲載

されるまでの平均編集時間が半年-1 年未満と

短いことをもっとアピールし，掲載論文数の増加

をはかりたい.⑤学会主催のショートコースの内

容の一部を特集号の形式で編集したい.化石(池

谷) :①67号を発行した.②68号については平成

12年 9 月に発行予定 (2000年年会でのシンポジ

ウム特集ほか，約65ページを予定している).

4. 学術会議・研連報告

古生物研連(小笠原) :第 9 回委員会 (6 月 16 日)

の議事内容が報告された.②タイプ標本データベー

スの作業を続行中であり，幾つかの分類群で・はほ

ぼ作業が完了している.地質研連(八尾) :第 8

回委員会 (3 月 3 日)の議事内容が報告された.

総合研連(池谷) :地質科学関連学協会連合が設

立されることになった.
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5. 自然史学会連合報告(加瀬)

自然史学会連合シンポジウム í21世紀の自然、

史科学における画像データーベース」を， 10月

14日(土)に国立科学博物館新宿分館で開催する.

6. 学科科目「地学」関連学会間連絡協議会報告

(間嶋)

第21回連絡協議会 (3月 8日)の議事内容が報

告された.

7. 地質科学関連学協会連合報告(北里)

①地質科学関連学協会連合創立集会が 3 月 27

日に日本学術会議第 7 部会議室で開催された.

「地質科学関連学協会連合設立の主旨」が明文化

され，承認された.②幹事学会(幹事)として日

本古生物学会(大路樹生) , 日本地学教育学会

(松川正樹)，日本地質学会(天野一男:海外出張

中のため代理を出す)，日本応用地質学会(三谷

哲)，東京地学協会(伊達二郎)，日本岩石鉱物鉱

床学会(有馬 真)の 6 学協会が指名された.

③今後，連合規約案を討議するが，参加学協会の

独自の活動を尊重する.

8. その他

①第18期学術会議会員に斎藤常正君が選ばれ

た(森).②国際動物命名規約第4版の日本語訳

が近々刊行される予定である(野田).

<審議事項>

1.第18期学術会議(古生物，地質)研究連絡委

員会委員の選出

①第18期学術会議古生物学研究連絡委員会委

員 6 名の候補者について投票した結果， 1 位に小

笠原憲四郎君， 2 位に野田浩司君， 3 位に北里

洋君， 4 位に大路樹生君， 5 位に加瀬友喜君， 6 

位に瀬戸口烈司君を推薦することとした.なお，

補欠の選考については斎藤常正学術会議会員に一

任することとした②第18期学術会議地質学研究

連絡委員会委員の候補者に八尾 昭君を推薦する

こととし fこ.

2. 古生物学会賞の委員会

古生物学会賞の選考委員会を発足させた.委員

は 6 名の会長経験者をもって構成し，現会長が

委員長を務める.
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3. 科学研究費配分委員について

科研費配分委員の選出方・法について検討した結

果，細目「層位・古生物」の審査委員については

古生物研連が主導して選ぶ方式へと移行するよう

前向きに検討してもらうこととした.

4. 行事案

①第150回例会は茨城県自然博物館(1月 27 日

-1 月 28日)で開催される. シンポジウムとして

「新生代軟体動物古生物学の最近の進展」を，公

開講演として 11500万年前，茨城県は熱帯の海

だった」を予定している.②2001年年会・総会

は，将来計画委員会主催で，国立オリンピック記

念青少年センター (6 月 29 日 -7月 1 日)にて開

催される.統一シンポジウム 121世紀の古生物

学」とそれぞれの課題別シンポジウムを予定して

いる.時間割については将来計画委員会で検討す

る.

49 

5. 古生物学トピックスの出版

「古生物学トピックス」出版の可否については，

特別号編集委員長が常務委員会に諮って決定する

こととし Tこ.

6. 古生物学会将来計画委員会

今期の将来計画委員会の活動は， 2001年年会・

総会の企画と自然史教育の在り方に関する調査を

中心とする.

7. その他

①日本古生物学会シンポジウム「復元の科学」

の内容を「月刊地球」で出版することについてこ

れを了承した.②古生物標本データベース小委員

会を発足させた.委員は，学術会議古生物研連第

17期委員が選任する.③次回評議員選挙の被選

挙権は平成13年 4 月 1 日現在で65歳未満の特別

会員が有する.

別刷についてのお知らせと料金改訂について

化石編集部では，著者が投稿のさいに投稿原稿整理カードに記入された別刷希望部数を印刷会社へ申し送り，印

刷会社から直接著者へ別刷が送られるような仕組みにしております. したがって，別刷の仕上がりや別刷代金の請

求に関しては，編集部としては関与しておりません.これらの点でご不審の点が生じた場合には下記に直接ご連絡
ください.

0別刷代金は次の式で算定されます:

|日)
(PX 10+60) XN 

P: 本文の頁数

N. 別刷の部数

新)
(PX 10+20) XN 

0表紙付を希望される場合には，このほかに表紙印刷費としまして5，000円申受けますので，あらかじめ御了承下

さい.

干 176-0012 東京都練馬区豊玉北 2-13-1

撃術図書印刷株式舎社 TEL 03-3991-3754 

FAX 03-3948-3762 

平成11年 8 月改正
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国際シンポジウム「ロディニア，ゴンドワナ超大陸の

形成・分裂とアジア大陸の成長」のお知らせ

かつて地球上の殆どすべての大陸が集まっていたとされる巨大大陸ロディニア(10億年前)，ゴンド

ワナ (5 億年前)という 2 つの超大陸の形成・分裂事件と，それに引き続くアジア大陸の成長過程は，

現在の地球科学の重要な研究課題です.さらに，これらの大規模地殻変遷の過程に伴う地球表層環境の

巨大変動が注目されています.

本シンポジウムのメインテーマは，アジア大陸の成長，アジア大陸構成陸片の起源，その起源大陸と

してのロディニアおよびゴンドワナ超大陸の形成過程と分裂過程です.アジアの中生代，新生代堆積盆

地および関連の地質過程も，アジア大陸成長の最近の地質過程として重要です.一方，最近の人類の生

産活動は，とくに開発途上国に環境破壊をもたらしつつあります.これは現在のアジアをはじめとする

ゴンドワナ陸片諸国に共通する深刻な問題であり，本シンポジウムでは，独立の分科会を構成します.

さらに本シンポジウムでは，世界の第一線の科学者らによる市民公開講座「地球環境の超長期変動と人

類紀J も行う予定です.同時通訳により，最先端の成果を市民の皆さんと共有したいと思います.多く

の方々の御参加をお待ちしています.

日程: 2001年10月 26日幽-30日刷

会場:大阪市立大学

主催:大阪市立大学， IGCP・368， IGCP-41 1, IGCP-440 

参加登録などの詳細は，公式ホームページ

http:j jwww.sci.osaka-cu.ac.jpjgeosjEnglishjsymposium.htmlをご覧下さい.

また， First & Second Circular は，以下の連絡先までお申し込みください.

連絡先: ISRGA事務局

干558・8585 大阪市住吉区杉本 3 丁目 3-138

大阪市立大学理学部

Tel: 06-6605-3184 Fax: 06-6605-2604 

E-mail: symp2001@sci.osaka-cu.ac.jp 

(大阪市立大学八尾昭)

圏内シンポジウム:プレ第 7 回国際古海洋学会議 (IPC 7) 

-21 世紀に向けてのわが国古海洋学の展望一

主催:日本学術会議第四紀研究連絡委員会

後援:日本第四紀学会・日本古生物学会・日本地質学会・日本地球化学会・日本海洋学会

日時:平成12年11月 1 日(水)午前10時~午後 5 時

場所:日本学術会議大会議場

趣旨:古海洋学は，地球表層の環境変化を調べる比較的新しい学問分野であるために，きわめて学際的

で地球化学，海洋物理学，気候モデリング，人類学，地質学，古生物学など多岐にわたる.この

ために，既存の学会活動だけでは古海洋学全体を僻敵することが困難であり，各々の分野におけ

る最新の研究成果を持ち寄り披露し合うことが不可欠である.第 7 回国際古海洋学会議(lPC 7) 
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が日本学術会議の共同主催によって平成13年 9 月 16日(日)から 9 月 22日(土)まで札幌市メ

ディアパークにおいて開催される予定である.本会議に先立ち日本開催の意義を再確認すること

を目的として国内シンポジウムを企画した. したがって，このシンポジュウムは特定のテーマの

もとに世界的規模で設定されているプロジェクトの現状と研究成果を紹介するものである.

講演者:あいさつ 鎮西清高(前日本学術会議第 4 部幹事)

・経過説明一小泉 格(北大・院・教授)

• IPC 7 の準備状況一岡田尚武(北大・院・教授)
• IPC 7 のテーマと講演者プロフィールー高橋孝三(九大・院・教授)

・統合深海掘削計画 CIODP) 一木下 肇(海洋科学技術センター・理事)

・ IODP 地球環境変動 WG 多田隆治(東大・院・教授)

・日本周辺での最近の海洋掘削結果一平 朝彦(東大・海洋研・教授)

・ COE オホーツク海の学際的研究一中塚武(北大・低温研・助教授)

・西赤道太平洋の暖水塊プール一川幡穂高(地調・海洋・主任研究官)

・南極アイスコア(ドーム富士)と気候史復元一渡辺興亜(極地研・教授)

まとめ 大場忠道(北大・院・教授)

世話人:鎮西清高・小泉格・大場忠道

連絡先:小泉格 e-mail: i託taru@e句p.sci.hokuda剖i.a配c.吋.j

Tel: 011一706-2733

Fax: 011-746-0394 

(北海道大学小泉格)
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1999年度(平成1l~12年)受け入れ交換・寄贈出版物および定期刊行物目録

日本古生物学会図書室 c/o 側自然史科学研究所

圏外の刊行物

Argentina: 

Actas de la Academia Nacional de Ciencias. 12 (1998). 

Boletin de la Academia Nacional de Cienciencias. 62 (1998) , 63 (1999). 

Academia Nacional de Ciencias (C�doba). 97 (1 998) , 98 (1999). 

Austria: 

Annalen. 100A (1 998) , 101A (1 999) , 101B (1999). 

Australia: 

Records of the South Australian Museum. 31-1 (1 998) , 31-2 (1 999) , 32-1 (1999) , 32-2 

(1999). 

Memoirs of Museum Victoria. 57-2 (1999). 

Belgique: 

Bulletin de l'Institut Royal des Sciences Naturelles de Belgique. 69 (1999) , 69-A (1 999) , 69-

B (1999). 

De Geodchidenis van het Reven. 4 (1 99 1), 5b (1994). 

Bulgaria: 

Geologica Balcanica. 27-1-3 (1997) , 27-3-4 (1 997) , 28-1-2 (1998) , 28-3-4 (1 998) , 29-1-

2 (1999). 

Canada: 

Geological Survey of Canada Bulletin. 531 (1999) , 537 (1999) , 541 (2000) , 545 (2000). 

China: 

Acta Micropalaeontologica Sinica. 15-2 (1 998) , 15-3 (1998). 

Vertebrata Palasiatica. 37-1 (1 999) , 37-2 (1 999) , 37-3 (1 999) , 37-4 (1999). 

Acta Palaeontologica Sinica. 37-2 (1 998) , 37-3 (1998). 

Czech: 

Geological bibliography of the Czech Republic. For 1995. 

Acta Musei Moraviae. 84 (1999). 

France: 

Palaeovertebrata. 27-3-4 (1 998) , 28-1 (1 999) , 28-2-4 (1999). 

Documants (Lyon). 150 (1999). 

Bulletin du centre de recherches elf exploration productions. 22-1 (1998). 

M駑oeres de la soci佐伯爵ologique de France. 173 (1998). 

Germany: 

Stuttgarter Beitr臠e zur Naturkunde Series B (Geologie und Pal與ntologie). 272, 273, 274, 

275, 276, 277, 278, 279, 280 (1999). 

Mitteilungen der Bayerischen Staatssammlung f� Pal與ntologie u. histor. Geologie. 38 

(1998) , 39 (1999). 

GeologischesJahrbuch.A-149 (1 998) , A-151 (1998). 
Verhandlungen des Naturwissenschaft1ichen Vereins in Hamburg. 38 (1999). 

Senckenbergiana Lethaea. 79-1 (1 999) , 79-2 (2000). 
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Informationen. 9 (1997). 

Berlinger Geowissenschft1iche Abhandlungen. E-29 (1999). 

Greece: 

Annales G駮logiques des Pays Hell駑iques. 37 (1997). 

Israel: 

Annual Meeting. 1999, 2000. 

Paleontology in Israel and Jordan. 1999. 

ltaly: 
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Bollettino dell Accademia Gioenia di Scienz Naurali. 28-350 (1 995) , 29-351 (1 996) , 29-352 

(1996) , 30-353 (1 997) , 31-354 (1998). 
Bollettino della Socit� Paleontlogica ltaliana. 37-2-3 (1 999) , 38-1 (1999) , 38-2-3 (1 999) , 

39-1 (2000). 

Paleontologica Lombarda. 5 (1996) , 11 (1999). 

Japan: 

The Island Arc. 8-2 (1 999) , 9-1 (2000). 

Poland: 

Biuletyn Pa負stwowege Institutu Geologicznego. 383 (1 998) , 384 (1 998) , 385 (1 998) , 386 

(1 999) , 387 (1 999) , 388 (1 999) , 389 (1999). 

Acta Palaeontologica Polonica. 42-3 (1 997) , 44-1 (1 999) , 44-2 (1 999) , 44-3 (1999) , 44 

-4 (1 999) , 45-1 (2000). 

Geologiczny (Geological Quarterly). 42-4 (1 998) , 43-1 (1999) , 43-2 (1 999) , 43-3 (1 999) , 

43-4 (1 999) , 44-1 (2000). 

Russia: 

Paleontological Journal. 1-6 (1 998) , 1-6 (1 999) , 1 (2000). 

Spain: 

Bolet匤 geol6gico y minero. 11 0-1-6 (1999). 

Micropalaeontologia.30-3 (1 998) , 31-1 (1 999) , 31-2 (1 999) , 31-3 (1999). 

South Africa: 

Navorsinge: 14 (1998). 14-5 (1 998) , 14-6 (1 998) , 15-1 (1999). 

Suisse: 

Revue de Pal駮biologie. 18-1 (1 999) , 18-2 (1999). 

U.K.: 

Journal of the Geological Society. 156-3 (1 999) , 156-4 (1 999) , 156-6 (1 999) , 157-1 

(2000) , 157-2 (2000) , 157-3 (2000). 

Bulletin of the Natural History Museum, Zoology Series. 65-1 (1 999) , 65-2 (1999). 

U.S.A.: 

Proceedings of the California Academy of Science. 51-2-15 (1 999) , 52-2, 3 (2000). 

Smithsonian Contribution to the Paleobiology. 85 (1 999) , 86 (1998) , 87 (1998) , 89 

(1999). 

USGS Bulletin. 1996-Y. Z. 

Novitates, American Museum. 3235 (1 998) , 3236 (1 998) , 3240 (1 998) , 3242 (1 998) , 3244 

(1 998) , 3245 (1 998) , 3246 (1 998) , 3247 (1998). 



54 FOSSILS 68 (2000) 

USGS Professional Paper. 1386-1 (1998) , 1404-H (1 99 1), 1416-B (1 991) , 1416-H (1 999) , 

1423-A (1 999) , 1424-A (1 998) , 1424-B (1998) , 1424-C (1 999) , 1425 (1 997) , 1552-A 

(1998) , 1553-D (1 998) , 1565-C (1 999) , 1578 (1 999) , 1586 (1 999) , 1591 (1 999) , 1598 

(1 999) , 1599 (1 999) , 1604 (1 998) , 1607 (1 999) , 1609 (2000) , 1612 (1 999) , 1613 (1 999) , 

1614 (2000). 

圏内の刊行物

北海道開拓記念館(各種出版物， 10点).穂別町立博物館研究報告15.
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。世界の標本貝・貝細工・その他貝の加工品

。貝に関することは、卸から小売りまで何でも

お問い合わせ下合い.

。珍貝・稀貝の IJ ストも御座います。

。お問い合わせは FAX にて承ります.

有限会社 沖縄シェル
担当者松川

〒901-2134 沖縄県浦添市港川564-3 E-5 

PHONE/FAX 098 (874) 3126 
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地球の過去から現在を考える。
自然環境の変遷を時聞を追って解明します。

〈年代と古環境・地層対出の解明に〉
生層位・吉生態学的調査: 1激化石・大型化石分析

岩石鉱物学的謂査 . 岩石鉱物，火山灰.X線分析

14C年代測定

(自然資境の解明に〉
環焼を植物と地質・ 土壊の関わりより考えます。

環境調査，地質調査，土綾調査，湖沼調査

〈人類の歴史の解明に〉
遺跡調査，遺繕・遺物謁査，立地調査

〈資源・資材の評価に〉
岩石鉱物分析，土犠分析，理化学分析，栽指試験

ミヤマガマズミ花粉

，J~!Jノ・サーヴエイ株式会社本社t.t 'f 1…〒引刊…10
研究所干37乃5-日∞011 j群群馬県蔵岡市岡之郷戸崎55臼9-3

TEL 0274-42-8129 FAX 0274-42-7950 



弊社は世界各国の専門業者からの信
頼と取引の実績をもって 、数多くの貴-重
な標本や展示向け大型標本の輸入を手
掛けております 。 また、 年1 回池袋サンシ
ャインシティーイベ、ント場におきまして 、

国際化石鉱物ショーを弊社主催で、開催し、

自然科学への普及、 向上に貢献して ま
し ミりたいと考えております 。

PLRNt' 有限会社プラニー商会
干 160・0022 東京都新宿区新宿4・3・30 Sん山マンション205

TEL.03・3341 ・8858 FAX.03・3225・9528

〔睡蓮E湿IIH~5ffll
4砂古生物学の原理や方法を横断的に眺め 専門領域を越えた広い範囲の読者のための新しいテキス ト

1 . 古生物の総説・分類 1 1 2. 古生物の形態と解析 |
速水格 ・ 森 啓編 8 5 判 264頁本体10000円 (1 66'11 -9)
科学的理論・技術の発展に{半い変貌し ， 多様化した古生物学

を平易に解説。 〔内容〕 古生物学の研究・略史/分類学の原理n ・

方法/モネラ界/原生生物界/海綿動物門/古杯動物門/刺
胞動物 1"1/腕足動物門/軟体動物門/節i足ífl}J!鋭l門/他

棚部一成・森 啓編 85 判 232頁 本体 10000円 (166'12 -7)
化石の形態の計iflll とその解析か ら ， 生物の進化や形態形成等

を読み解〈方法を紹介。 〔内容〕相向性とは何か/形態進化の

発生的側面i/形態測定学/成長の規則と形の形成/椛成形態
学/理論形態学/バイオメカ ニクス/時IHI を担う形態

3. 古生物の生活史 池谷仙之・棚部一成編 生殖/繁殖と発生/成長/機能形態/生活様式/個体群/生物地理

署 4 古生物の進化 小津町戸口烈司速水格編現代の進化説/形態進化と分子進化/極分化/小進化/他
5. 地球環境と生命史 鎮西清高 ・ 植村和彦編 化石の生成， 17ォノミー/生命の起源，先カ ンプリ了時代の生命/他

構造地質学
一.._.-~一一ー一ー昌三~~

狩野謙一・村田明広著 Mac & Win 本体2700円

好評の書籍 『構造地質学j 所載の露頭写真

を中心に 200あま りのカラー写真を収録。

Acrobat Reader で 読める PDF 形 式。
Macintosch, Windows対応のハイ ブ リ ッ

ドCD-ROM。 詳しい内容は朝倉書店ホーム
ページ (http://www.asakura.co .jp ) へ

*本体価格は消費税別です。

白朝倉書店 時?占禁摂;;1115hmh-7:;;ア省略
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